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We  love  peace  and  good  health・・・.  OYAMA  CITY

広　報
2018.4月号

水と緑と大地のゆたかなまち……小山市

public  relations

スマホで広報おやま
が読めます
QR コードを読み込
み、アプリ「マチイロ」
をダウンロード

「小山市
  facebook」
おやまの最新情報
を随時配信中 !!

ホームページ　http:/ /www.city.oyama.tochigi.jp/
Eメール　oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
電話番号　0285-23-1111（小山市役所　代表番号）

小山市が渡良瀬遊水地内に初めて設置した
人工巣塔で巣作りに励む「ひかる」君



市
民
生
活
に
密
着
し
た
生
活
関

連
社
会
資
本
整
備
の
推
進

●
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業（
栃

木
南
部
地
区
）　
　
　
　
　
　
　

　
　
10
億
円
（
国
営
事
業
費
）

　
２
市
１
町
に
ま
た
が
る
、
我

が
国
有
数
の
米
麦
地
帯
と
し
て

発
展
し
て
き
た
栃
木
南
部
地
区

の
湛
水
被
害
や
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
排
水
能
力
低
下
解
消
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
荒
川
排
水

機
場
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

●
排
水
強
化
対
策
事
業
［
排
水

機
場
・
調
節
池
調
査
設
計(

豊

穂
川)

、
輪
中
堤
用
地
測
量(

杣

井
木
川)

、
小
山
栃
木
排
水
路

準
用
河
川
化
基
礎
調
査
業
務
委

託
、
排
水
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン
プ
購

入
］　
　
　
　
９
，
６
２
０
万
円

　
平
成
27
年
９
月
「
関
東
・
東

北
豪
雨
」
に
よ
り
大
規
模
浸
水

被
害
を
受
け
た
豊
穂
川
流
域（
大

行
寺
地
区
）
お
よ
び
杣
井
木
川

流
域
（
押
切
・
下
泉
・
中
里
地
区
）

に
お
い
て
、
排
水
強
化
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
」

を
図
る
も
の
で
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
小
山
市
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
、

豊
穂
川
排
水
機
場
の
用
地
測
量
・

地
質
調
査
・
予
備
設
計
、
豊
穂

川
調
節
池
の
用
地
測
量
・
地
質

調
査
・
予
備
設
計
、
小
山
栃
木

排
水
路
の
基
礎
調
査
、
杣
井
木

川
輪
中
堤
の
用
地
測
量
、
豊
穂

川
仮
設
排
水
用
エ
ン
ジ
ン
ポ
ン

プ
の
購
入
を
行
い
ま
す
。

«

市

街

地

再

開

発»

●
小
山
駅
東
口
周
辺
土
地
利
用

推
進
事
業
（
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

誘
致
計
画
）　
３
，
０
０
０
万
円

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル
、

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
複
合
施
設
を

軸
に
、「
小
山
駅
東
口
周
辺
土
地

利
用
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

●
城
山
公
園
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

構
想
推
進
事
業１

，
５
０
０
万
円

　
城
山
公
園
を
、
来
園
者
が
通

年
で
楽
し
め
る
誘
客
力
の
あ
る

“
四
季
折
々
の
花
々
を
楽
し
め
る

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
”
と
し
て
再

生
す
る
た
め
の
基
本
設
計
を
行

い
ま
す
。

●
羽
川
大
沼
周
辺
整
備
推
進
事
業

 

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

　
大
沼
地
区
周
辺
の
貴
重
な
水

辺
環
境
と
平
地
林
等
の
自
然
環

境
を
保
全
・
活
用
す
る
と
と
も

に
、
有
効
な
土
地
利
用
を
検
討

す
る
た
め
の
羽
川
大
沼
周
辺
整

備
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

経
済
活
性
化
・
雇
用
の
促
進
及

び
商
工
農
業
・
観
光
の
推
進

●
新
規
工
業
団
地
開
発
推
進
事

業
「
小
山
東
部
第
二
工
業
団
地

予
約
分
譲
開
始
・
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
小
山
南
部
工
事
着
手
」

９
億
６
，６
２
０
万
円（
特
別
会
計
）

　
約
９
．
３
ha
の
「
小
山
東
部

第
二
工
業
団
地
」
予
約
分
譲
を

開
始
し
ま
す
。

　
ま
た
、
塚
崎
・
東
野
田
・
武

井
地
内
約
15
．
５
ha
の
「
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
小
山
南
部
」
は
、
工

事
に
着
手
し
、
平
成
31
年
度
よ

り
予
約
分
譲
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

広報小山 2018.4月号　2

特別会計の予算額
国民健康保険（事業勘定） 169 億 9,800 万円 与良川水系湛水防除事業 4,000 万円

介護保険 109 億 6,650 万円 農業集落排水処理事業 6 億 2,570 万円

後期高齢者医療 16 億 8,360 万円 小山東部第二工業団地造成事業 6 億 5,860 万円

病院事業債管理事業 7 億 8,590 万円 テクノパーク小山南部造成事業 3 億 760 万円

墓園やすらぎの森事業 5,570 万円 公共用地先行取得事業 2,800 万円

栃木県南地方卸売市場 5,540 万円 公共下水道事業 54 億 4,600 万円

企業会計の予算額

水
道
事
業

収
益
的

収入 29 億 9,295.6 万円

支出 25 億 3,703.8 万円

資
本
的

収入 3,532.4 万円

支出 10 億 1,148.1 万円

新
年
度
予
算
の
使
い
道

　
※
予
算
額
は
千
円
単
位
を
四
捨
五
入

一般会計の予算額
【 】内 前年度㌽比

歳入
598 億 5,000 万円

自主財源
61.2％
【2.0 ㌽増】【2.0 ㌽減】

依存財源
38.8％

市税
287 億 4,554.9 万円
48.0％【1.8 ㌽増】

諸収入
52 億 5,397.0 万円
8.8％【0.5 ㌽減】

その他の自主財源
26 億 1,665.5 万円
4.3％【0.6 ㌽増】

国庫支出金
77 億 4,299.6 万円
12.9％【0.3 ㌽減】

市債
52 億 6,840.0 万円
8.8％【2.2 ㌽減】

県支出金
43 億 6,319.7 万円
7.3％【0.7 ㌽増】

地方消費税交付金
33 億 4,000.0 万円
5.6％【0.3 ㌽増】

地方交付税
13 億 0,000.0 万円
2.2％【0.5 ㌽減】

その他の依存財源
12 億 1,923.3 万円
2.1％【0.1 ㌽増】

歳出
598 億 5,000 万円

義務的経費
46.5％
【2.8 ㌽増】

投資的経費
11.7％
【3.2 ㌽減】

その他
41.8％

【0.4 ㌽増】

民生費
192 億 7,538.6 万円
32.2％【1.5 ㌽増】

土木費
67 億 4,952.3 万円
11.3％【0.7 ㌽減】

公債費
64 億 2,137.1 万円
10.7％【0.9 ㌽増】

総務費
59 億 5,922.5 万円
10.0％【0.4 ㌽増】

衛生費
55 億 5,170.4 万円
9.3％【0.3 ㌽減】

商工費
54 億 6,058.1 万円
9.1％【0.1 ㌽減】

教育費
52 億 2,357.9 万円
8.7％【2.2 ㌽減】

農林水産業費
23 億 4,471.8 万円
3.9％【0.2 ㌽増】

消防費
20 億 1,013.9 万円
3.4％【0.2 ㌽増】

その他
8 億 5,377.4 万円
1.4％【0.1 ㌽増】

問財政改革課☎22-9332・9333

平成 30 年度　当初予算「小山を創る第二章」
新年度予算総額 598 億 5 千万円（前年度比 1.6％減）を計上



●
お
や
ま
和
牛
生
産
性
向
上
対

策
拠
点
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
４
，
３
０
０
万
円

　
近
年
、
和
牛
素
牛
価
格
の
高
騰

が
続
き
、
肥
育
農
家
の
経
営
を
圧

迫
し
て
い
る
た
め
、
子
牛
育
成
施

設
を
整
備
し
、
低
コ
ス
ト
な
子
牛

の
生
産
を
推
進
し
ま
す
。

●
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
本
場
結
城
紬
生
産
振
興
普
及

事
業
　
　 

　
２
，
６
５
０
万
円

　
本
場
結
城
紬
の
伝
統
技
術
は

世
界
に
認
め
ら
れ
た
本
市
の
誇

れ
る
伝
統
産
業
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
地
域
資

源
で
す
。
こ
の
地
域
資
源
を
確
実

に
後
世
に
継
承
す
る
た
め
、
第
二

期
「
小
山
市
本
場
結
城
紬
復
興
振

興
５
カ
年
計
画
（
平
成
30
年
度
～

平
成
34
年
度
）」
を
も
と
に
、
本

場
結
城
紬
産
業
の
復
興
を
目
指

し
た
振
興
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
お
や
ま
暮
ら
し
お
試
し
の
家

体
験
宿
泊
事
業
　 

１
４
７
万
円

　
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
住
宅
を

一
時
的
な
居
住
体
験
施
設
と
し

て
活
用
し
、
市
外
か
ら
の
移
住

を
検
討
し
て
い
る
方
に
、
本
市

の
風
土
お
よ
び
日
常
生
活
を
体

験
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を

促
進
し
ま
す
。

●
農
泊
推
進
事
業
（
農
泊
推
進

５
カ
年
計
画
策
定
等
） 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
７
０
０
万
円

　
農
家
民
泊
を
核
と
す
る
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
で
近
隣
市
町
村

と
の
差
別
化
を
図
り
、
外
国
人

観
光
客
を
含
め
た
多
様
な
人
々

と
の
交
流
人
口
増
加
と
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
ま
す
。
平

成
30
年
度
は
農
泊
推
進
５
カ
年

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

●
空
家
等
対
策
（
民
泊
推
進
５

カ
年
計
画
策
定
等
） 

　
　
　
　
　
５
，
５
１
５
万
円

　
空
家
を
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進

や
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
向
上
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
地
域
交
流
広
場

等
整
備
、
空
家
活
用
型
民
泊
推
進

５
カ
年
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

●
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
推
進
事
業

　
　
　
　
　
１
，
３
８
５
万
円

　
Ｊ
Ｒ
６
社
に
よ
る
全
国
規
模

の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

栃
木
県
が
指
定
さ
れ
、
平
成
29

～
31
年
ま
で
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
本
番
年
に

な
る
こ
と
か
ら
、
市
の
観
光
施

設
や
体
験
を
組
合
わ
せ
た
「
着

地
型
体
験
ツ
ア
ー
」
の
実
施
、

「
旅
行
会
社
に
よ
る
体
験
型
観
光

ツ
ア
ー
の
旅
行
商
品
づ
く
り
」、

二
次
交
通
の
強
化
策
を
実
施
し
、

東
京
圏
か
ら
小
山
市
へ
の
誘
客

を
図
り
ま
す
。

●
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

見
据
え
た
小
山
市
3
カ
年
計
画

推
進
事
業
　
　
　 

４
９
７
万
円

　「
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を

見
据
え
た
小
山
市
３
カ
年
計
画
」

に
沿
っ
て
、
①
海
外
か
ら
の
教

育
旅
行
受
入
、
②
小
山
市
と
交

流
す
る
国
を
中
心
と
し
た
海
外

か
ら
の
教
育
旅
行
の
受
入
に
関

す
る
各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
や
海
外
向
け
Ｐ
Ｒ
の
実
施
、

③
栃
木
県
と
連
携
し
た
タ
ー

ゲ
ッ
ト
国
へ
の
旅
行
博
へ
の
参

加
、
④
友
好
都
市
台
湾
高
雄
市

と
の
マ
ラ
ソ
ン
の
相
互
派
遣
と

受
入
、
⑤
小
山
市
食
材
を
使
用

し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
料

理
の
提
供
と
海
外
向
け
Ｐ
Ｒ
等

を
行
い
ま
す
。

●
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

渡
良
瀬
遊
水
地
の
観
光
地
化
推

進
事
業
（
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

化
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
推

進
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
の
野

生
復
帰
、
観
光
誘
客
推
進
、
第

２
調
節
池
湿
地
保
全
推
進
）

　
　
　
　
　 

４
，
６
０
１
万
円

　
平
成
24
年
７
月
３
日
に
世
界

の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登

録
さ
れ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
の
賢

明
な
活
用
と
し
て
第
１
に
「
治

水
機
能
確
保
を
最
優
先
と
し
た

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
」、
第

２
に
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

を
中
心
と
し
た
地
場
産
業
の
推

進
」、
第
３
に
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
・

ト
キ
の
野
生
復
帰
」
を
推
進
し
、

多
く
の
人
を
小
山
市
に
呼
び
込

み
、
観
光
地
化
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

新
し
い
小
山
ブ
ラ
ン
ド
の
創

生
・
普
及
拡
大

●
海
外
販
路
拡
大
推
進
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　 
３
６
万
円

　
小
山
ブ
ラ
ン
ド
や
市
内
企
業
製

品
を
栃
木
県
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
派

遣
職
員
等
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
は
じ
め
、
海
外
物

産
展
な
ど
に
出
展
す
る
機
会
の
提

供
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

地
球
環
境
対
策
を
見
据
え
た
循

環
型
社
会
づ
く
り
の
推
進

●
ご
み
減
量
化
対
策
事
業
（
生
ご

み
水
切
り
器
配
布
、
ご
み
分
別
ア

プ
リ
導
入
）　
３
，
１
８
５
万
円

　
家
庭
系
可
燃
ご
み
の
排
出
量

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
資
源
化

を
推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
の

水
切
り
器
や
減
量
化
啓
発
ち
ら

し
の
配
布
、
収
集
所
早
朝
パ
ト

ロ
ー
ル
、「
小
学
生
家
庭
系
ご
み

減
量
８
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
任
命

な
ど
の
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

21
世
紀
を
展
望
す
る
新
し
い
教

育
観
に
立
っ
た
教
育
の
推
進

●
城
南
地
区
新
設
小
学
校
建
設

事
業 

　
４
億
９
，
６
５
８
万
円

　
校
舎
・
屋
内
運
動
場
は
10
月

末
に
、
プ
ー
ル
お
よ
び
屋
外
附

帯
施
設
は
平
成
31
年
2
月
末
に

工
事
完
成
予
定
で
す
。

　
平
成
30
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
、
外
構
工
事
着
手
、
学
校

に
搬
入
す
る
消
耗
品
、
備
品
等

の
購
入
を
行
い
ま
す
。

●
豊
田
中
学
校
区
新
設
小
学
校

整
備
事
業
　
７
，
０
６
５
万
円

　
豊
田
南
小
学
校
・
豊
田
北
小

学
校
を
統
合
し
、
豊
田
中
学
校

と
の
小
中
一
貫
校
と
し
て
平
成

34
年
４
月
開
校
に
向
け
て
、
平

成
30
年
度
は
、
事
業
用
地
の
造

成
工
事
、
水
路
付
替
工
事
を
行

い
ま
す
。

子
育
て
支
援
・
高
齢
・
障
が
い

者
福
祉
・
社
会
保
障
・
保
健
・

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
・
医

療
対
策
の
充
実

●
子
育
て
包
括
支
援
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業（
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
小
山
運
営
） ６
６
３
万
円

　
出
会
い
か
ら
結
婚
・
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
至
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
体
制
の
構
築
を
図

る
た
め
、　
ロ
ブ
レ
６
階
に
開
設

し
た
「
と
ち
ぎ
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
小
山
」
で
は
、
結
婚
を
望

む
男
女
の
出
会
い
の
機
会
及
び

様
々
な
結
婚
に
関
す
る
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
で
、結
婚
、妊
娠
、

出
産
へ
と
つ
な
が
る
支
援
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
『「
桑･

蚕･

繭･

紬･

和
装

･

和
食｣

地
域
資
源
で
紡
ぐ｢

日

本
の
伝
統
を
生
か
し
た
総
活
躍

の
ま
ち｣

づ
く
り
推
進
』
事
業

　
　
　
　
　
２
，
５
０
０
万
円

　
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
た
桑

の
木
の
植
栽
、
小
山
市
産
の
桑

を
活
用
し
た
商
品
の
開
発
等
、

地
域
資
源
で
あ
る
「
桑
・
蚕
・
繭
・

紬
・
和
装
・
和
食
」
の
魅
力
発

信
等
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
、

障
が
い
者
等
施
設
と
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
障
が

い
者
等
誰
も
が
働
い
て
暮
ら
せ

る
日
本
の
伝
統
を
生
か
し
た
総

活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
も
の
で
す
。
桑
の
木
の
栽
培

や
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
な
ど

に
つ
い
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
和
装
・
和
食
文
化
の

魅
力
発
信
を
行
い
、
本
場
結
城

紬
の
生
産
振
興
に
つ
な
げ
、
こ

れ
ら
の
取
組
を
障
が
い
者
福
祉

施
設
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

農
福
連
携
に
よ
る
雇
用
の
創
出

及
び
伝
統
産
業
の
振
興
・
地
域

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
　

●
健
康
長
寿
100
歳
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進[

健
康
長
寿
は
と
む
ぎ

100
歳
事
業
（
効
能
・
実
証
Ｐ
Ｒ
）]

　
　
　
　
　
　
　
１
６
９
万
円

　
内
閣
府
に
よ
る
は
と
む
ぎ
の

効
能
や
実
証
研
究
の
結
果
に
基

づ
き
、
小
山
市
特
産
の
は
と
む

平成30年度「当初予算」

3　広報小山 2018.4月号



ぎ
に
よ
る
、
健
康
で
長
生
き
、

100
歳
を
目
指
す
も
の
で
す
。
広

く
市
民
に
広
報
・
推
進
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
企
画

運
営
事
業
（
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
5
カ
年
計
画
策
定
等
）

　
　
　
　
　
　
　 

２
０
０
万
円

　
小
山
運
動
公
園
内
に
新
設
す

る
「
小
山
市
開
運
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
所
」
を
活
用
し
た
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
５
カ
年
計
画
を
策
定
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。

文
化
・
教
養
都
市
小
山
の
創
造

●
国
史
跡
摩
利
支
天
塚
・
琵
琶

塚
古
墳
等
整
備
事
業
（
拠
点
施

設
開
館
）　
５
，
２
９
０
万
円

　
国
史
跡
摩
利
支
天
塚
・
琵
琶

塚
古
墳
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
国
史
跡
摩
利
支
天
塚
・

琵
琶
塚
古
墳
資
料
館
の
開
館
に

よ
り
人
を
呼
び
込
み
、
両
古
墳

を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
活
性

化
・
観
光
地
化
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
安
全
・
安
心
の
向
上
及
び

市
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
新
庁
舎
整
備
事
業
（
基
本
・

実
施
設
計
策
定
）

　
　
　 

１
億
５
，
７
５
１
万
円

　
分
散
化
し
た
庁
舎
を
集
約
し

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
行
政

事
務
の
効
率
化
を
実
現
さ
せ
る

た
め
、
現

在
地
へ
の

建
替
え
を

目
指
す
も

の
で
す
。

　
Ｄ
Ｂ
方

式
（
設
計
・

施
工
一
括

発
注
方
式
）
に
よ
る
発
注
を
行

い
、
３
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

事
業
者
（
設
計
者
・
施
工
者
）

選
定
を
行
い
ま
す
。そ
の
後
、「
基

本
設
計
・
実
施
設
計
」に
着
手
し
、

平
成
32
年
度
末
の
完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

●
地
域
防
災
強
化
事
業
［
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
防
災
ラ
ジ
オ

（
高
齢
者
補
助
・
無
償
貸
与
）、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
同
報
系
防
災
行
政

無
線
連
携
］　
５
，
３
０
８
万
円

　
小
山
市
地
域
防
災
計
画
で
想

定
す
る
最
大
震
度
７
の
小
山
市

直
下
型
地
震
や
豪
雨
災
害
等
、

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減

し
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
生

活
を
確
保
す
る
た
め
、「
災
害
用

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
」、

「
防
災
ラ
ジ
オ
の
整
備
」、「
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
受
信
時
の
同
報
系
防
災

行
政
無
線
自
動
起
動
の
整
備
」

な
ど
、
防
災
体
制
を
強
化
す
る

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

行
財
政
構
造
改
革
の
推
進

●
教
職
員
の
働
き
方
改
革
支
援

事
業
　
　
　 

１
，
０
１
５
万
円

　
教
員
の
長
時
間
労
働
の
改
善

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
を

踏
ま
え
、
本
市
で
検
討
さ
れ
た

具
体
的
な
働
き
方
改
革
支
援
策

の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　
学
校
支
援
員
（
臨
時
職
員
）

を
大
規
模
校
に
配
置
し
、コ
ピ
ー

や
資
料
作
り
な
ど
の
業
務
を
教

員
に
代
わ
っ
て
行
い
事
務
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ス
キ
ャ
ナ
お
よ

び
マ
ー
ク
シ
ー
ト
読
み
取
り
ソ

フ
ト
を
導
入
し
、
調
査
集
計
等

の
効
率
化
を
図
る
他
、
勤
務
時

間
外
の
電
話
連
絡
に
対
応
す
る

た
め
、
留
守
番
電
話
装
置
を
導

入
し
ま
す
。
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　本市の重点事業を迅速かつ的確に遂行し、2020 年東京オリンピック・パラリンピックおよび 2022 年栃木国体
の開催をはじめとする社会の様々な変化に対応するとともに、市民の皆さまへ質の高い行政サービスを提供して
いくため、組織等の一部を見直しました。

4 月から市役所組織が一部変わりました

≪ 新しく設置した課・係など ≫
◆ 城南地区新設小学校開校準備室　城南地区新設小
学校開校準備担当（教育総務課）
　平成 31 年 4 月の城南地区新設小学校の開校に向
けた準備業務を推進するため新設しました。
◆スポーツツーリズム推進係（生涯スポーツ課）
　スポーツツーリズムの推進や、栃木ゴールデンブ
レーブスおよび市出身力士を応援する会に関連する
業務を迅速に遂行するため新設しました。

≪ 組織を見直した課・係など ≫
◎総合政策課
　本庁舎整備事業の進捗に合わせ、室名と係名を「本
庁舎整備準備室庁舎整備準備係」から「本庁舎整備推
進室本庁舎整備推進係」に変更しました。
◎こども課
　民設民営化に伴い「城東保育所」を廃止しました。
◎農政課
　農業委員会に関する法改正業務完了に伴い「農業政
策担当」を廃止しました。また、栃木県南地方卸売市
場の民営化に伴い、残事業対応を農政・食育係に統合
し「栃木県南地方卸売市場担当」を廃止しました。
◎商業観光課
　ロブレ再生におけるテナント誘致が、出店予定を含
めて 9 割に達したため、「ロブレ推進室」を廃止しま
した。

問職員活性課
☎22–9362

◆東京オリ・パラ・栃木国体推進室（生涯スポーツ課）
　2020 年東京オリンピック・パラリンピックおよび
2022 年栃木国体の開催に対応するため新設しました。
◆市立体育館・フットボールセンター建設係（生涯
スポーツ課）
　市立体育館およびフットボールセンターの整備を
推進するため新設しました。
◆学校図書館支援担当（中央図書館）
　中央図書館と学校司書との連携強化を図るため新
設しました。

◎下水道課
　下水道事業窓口の一本化を図るため、農村整備課で
行っていた農業集落排水処理事業を下水道課へ移管
しました。
◎水道課
　業務の包括委託により「浄水係」を廃止しました。
◎教育総務課
　平成 29 年 4 月に開校した絹義務教育学校の運営が
軌道に乗ったことから、「小中一貫校開設推進室」を
廃止しました。
◎生涯スポーツ課
　業務の強化を図るため、「市立体育館建設係」およ
び「東京・オリ・パラ栃木国体推進係」を、新設の「東
京オリ・パラ・栃木国体推進室」へ移管しました。



▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫
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　平成 30 年度は、国の取組と基調を合わせた「小山
市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の 4年目、「第
7次小山市総合計画」の 3年目の年として、小山市の
豊かな「人」「自然」「文化」「立地利便性」を最大限に
活用し、「小山を創る第二章」として、小山市の将来
にわたる持続的な発展を堅持し「夢」｢未来」溢れる「小
山市の創造」のため、下記のとおり編成いたしました。
　その主なものとしては、平成 32 年度の竣工を目指
し基本設計・実施設計に着手する「新庁舎整備」、春に
本番を迎える「デスティネーションキャンペーン」の
推進、小山市の立地利便性を活かした新規工業団地の
開発として「小山東部第二工業団地」の予約分譲開始、
「テクノパーク小山南部」の着手、国営かんがい排水事
業「栃木南部地区」の本格着工、「桑・蚕・繭・紬・和装・
和食」地域資源で紡ぐ「日本の伝統を生かした総活躍
のまち」づくり推進により「農福連携元年」と位置づ
けるとともに、地域が高齢者を支える「生活支援体制」
の整備、旧小山市民病院跡地を活用した「回復期リハ
ビリ病院等」の完成、小山運動公園内に開所する「小
山市開運スポーツ合宿所」を活用した「スポーツツー
リズム」の推進、「城南地区新設小学校」の完成、「国
史跡摩利支天塚・琵琶塚古墳拠点施設」が開館などで
す。
１．市民生活の安全・安心、健康づくり、医療、保健、
スポーツ、教育、福祉対策の推進　
①市民の生命・財産を守り、地域の安全・安心な暮ら
しのために
○新新庁舎整備（基本・実施設計）、○新おやまコミュニティ
ＦＭ「おーラジ」運営、○拡国営かんがい排水事業栃木
南部地区、○拡排水強化対策
②健康づくり・医療・保健・スポーツ・教育の充実のために
○新旧小山市民病院跡地活用、○新健康長寿 100 歳のまち
づくりの推進、○新スポーツツーリズム企画運営、○拡ス
ポーツ立市推進、○新小山市開運スポーツ合宿所開所、
○新市立体育館整備、○拡おやま英語教育のまち推進（○新
外国語指導助手全校配置・英検受験料支援）、○新国史跡
摩利支天塚・琵琶塚古墳拠点施設開館
③高齢者・障がい者がいきいきと生活できる福祉対策
等社会保障の充実のために
○新「桑・蚕・繭・紬・和装・和食」地域資源で紡ぐ「日
本の伝統を生かした総活躍のまち」づくり推進、○新耕
作放棄地の解消を目指した農福連携事業、○新農福連携
推進 5ヵ年計画策定等、地域まるごと支え合い事業
〔○拡生活支援体制整備（○新第 2・3層協議体）、○新徘徊
高齢者賠償責任保険加入〕、○新地域生活支援拠点等整備
事業 (拠点施設・基幹相談支援センター設置 )

平成30年度予算案は
　平成32年度の竣工を目指し基本設計・
実施設計に着手する「新庁舎整備」
「農福連携元年」、「健康長寿100歳都市」
の推進

２．まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進
①産業の振興による新たな雇用の創出のために
○新おやま和牛子牛繫殖育成創生事業、○拡新規工業団地
開発推進（小山東部第二工業団地、テクノパーク小山
南部）、本場結城紬（プロモーション・生産振興・後
継者育成）、おやまブランド（企画・普及・全国発信）
②新しい人の流れの創出のために
○新本番ＤＣ推進、○新 2020 東京オリンピック・パラリ
ンピック開催を見据えた 3カ年計画推進、○新海外販路
拡大推進、○新おやま暮らしお試しの家体験宿泊開始、
○新農泊推進事業、○新農家住宅リノベーション ( 農泊 )
事業、○新スポーツツーリズム推進による地域創生事業、
ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地観光地化推進事
業、○拡転入勤労者等住宅取得支援
③出会いから結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現
のために
○新とちぎ結婚支援センター小山運営、○拡学童保育館施
設整備〔○新城南地区新設小、○新絹義務教育学校、○新 ( 仮
称 ) ドルフィン第二〕、○新第 2次子ども・子育て支援
事業計画策定、○拡こどもの貧困対策、○新産後ケア事業
④持続可能な地域づくりのために
○新市営住宅指定管理開始、○拡公共施設等マネジメント
推進計画推進 ( ○新公共建築物長寿命化計画策定 )、○新
学校施設長寿命化計画策定、小山地区定住自立圏構想
推進、○新市制 65周年記念事業、○新働き方改革
３．社会資本整備を中心とした景気・地域経済の再生
の推進
①産業・都市・教育基盤整備による「人と企業を呼び
込む施策」推進のために
市街地再開発、○新小山駅周辺コンベンション誘致検討、
○新小山駅周辺・粟宮地区都市再生整備、○新大谷地区都
市再生整備、○新犬塚・中久喜地区土地区画整理事業検
討、○新城山公園フラワーパーク構想推進、○新羽川大沼
周辺整備構想推進、○新学校跡地有効活用調査、城南地
区新設小学校完成
②地域住民の利便性向上のために
○新人にやさしいＵＤタクシー導入助成、○拡コミュニ
ティバス運行 (○新デマンド交通システム導入 )
４．行財政構造改革の推進
第６次行政改革推進・指定管理者制度の活用
予算総額 598 億５千万円（前年度比　1.6%減）
※○拡…拡大事業　　○新…新規事業

前巨人村田、前ヤクルト飯原が入団！
栃木ゴールデンブレーブス小山市長表敬訪問
　3月 9日、栃木ゴー
ルデンブレーブスが
小山市長を表敬訪問
しました。今シーズ
ン、前読売ジャイア
ンツの村田修一選手、
前東京ヤクルトの飯
原誉士選手兼コーチ
が加入。2018シーズンスローガン「躍動」のもとチー
ム一丸となって戦い初優勝を目指します。みんなで栃
木ゴールデンブレーブスを応援しましょう !!



●どんな公共施設があるの？
　市には学校、市役所のほか、保育所、市民交流センターなど、
約300の公共建築物（延床面積約43万㎡）と、道路、上下水道、
公園などのインフラ施設があります。
　市の公共建築物は、昭和40年代から50年代に造った建物
が多く、老朽化が進んでおり、近い将来一斉に建替えの時期
を迎えます。
●維持にはいくら必要？
　市の公共施設の改修や建替えに必要なお金を試算すると、
今後40年間維持するのに必要な費用は約3,809億円、年平均
約96億円という結果となりました。これは市が公共施設に
使ってきた約86億円（近年5カ年の平均）を10億円上回り、
40年間で約400億円の不足が見込まれています。
●公共施設の“やりくり”が必要！
　子どもや働く人が減り高齢化が進むと、税収が減り、社会
保障費が増えます。このような中、今ある公共建築物を全て
維持していくことは困難であるため、不用な施設の売却や機能の集約などにより面積を減らしたり、空きスペー
スを貸したり、長寿命化するなど、上手にやりくりしていかなければなりません。規模は違いますが、現状を把
握し、無駄を無くすとともに、収入を増やす方法を考えるなど、その中身は家計のやりくりと同じイメージです。
●これからは
　平成30年1月に策定した「小山市公共施設等マネジメント推進計画」に基づき、公共施設の統廃合、長寿命化
等を計画的に行い、財政負担の軽減を図っていきます。公共施設の問題を時限爆弾に例える専門家もいるように、
近い将来確実に大きな財政負担となります。私たちの大切なふるさとを託す次の世代に負担を残さないためにも、
皆さまのご理解とご協力をお願いします。
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国史跡 摩利支天塚・琵琶塚古墳資料館が開館！
4 月 21 日㈯に

【オープニングイベント】　菜の花まつりも同時開催！
日時：4 月 21日㈯ 9:00 ～ 15:00
内容：開館記念式典、市民劇「下野古麻呂」上演、
　　　まりこふん (古墳シンガー )コンサート、
　　　羽川西小児童による手作り埴輪発表、もちつき大会、
　　　地元自治会・障がい者就労支援施設による物販（まりびわ古墳パン等）、
　　　高所作業車による「空から古墳を見る体験コーナー」　ほか

【資料館概要】
所在地：飯塚 335番地
電話番号：0285-24-5501
開館時間：9:00 ～ 16:30　※入館無料
休館日：月曜日、祝日の翌日、年末年始ほか
アクセス：JR小山駅から車で約 20分
駐車場：一般 39台、大型 2台、身障者 1台

問生涯学習課☎22-9669

未来につなげる公共施設マ
や り く り

ネジメント
公共施設をまとめる！減らす！ 問管財課

☎22-9828

公共施設の改修や建替えに…
必要なお金(年平均)約96億円
使えるお金(最大値)約86億円

40年間で400億円不足！

その差
年平均10億円⇒

　西暦 500年頃、飯塚地区に県内最大級の前方後円墳「摩利支天塚古墳」・「琵琶塚古墳」が相次いで築かれまし
た。これらの古墳には、下毛野を統括する首長が葬られたと考えられています。
　両古墳が築かれた後、思川・姿川の流域やその周辺は奈良時代になると国分寺・国分尼寺（下野市）や国庁（栃
木市）など、国の中心地となりました。まさに、古代下野国は小山の古墳から始まったのです。下野薬師寺の造
営と縁深き下野古麻呂も、こうした地域だからこそ歴史の表舞台に華々しく登場したのでしょう。
　この資料館を通じて、2つの前方後円墳と古墳時代の小山に理解を深めていただくと共に、両巨大古墳を築い
た先人の心に触れていただければ幸いです。

～古代下野国は、ここからはじまった～

※詳しくは、市HPをご覧ください。
右記二次元バーコード読み込むとHP
が閲覧できます

機能集約 ｝機
能
集
約
後
売
却

A施設

【集約複合化のイメージ】

B施設
B施設
A施設
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○軽自動車税の減免受付は5月24日㈭までです。
　身体障がい者等が自ら使用する軽自動車等、または、生計をひとつにする方が身体障がい者等のために使用する
車両の軽自動車税が減免されます。該当する方は、資産税課で手続きをお願いします。出張所では申請できません。
受付期間：4月2日㈪～ 5月24日㈭（納期限の7日前まで、土日・祝日を除く）の8:30 ～ 17:15
持参するもの：運転免許証、印鑑、車検証、身体障害者手帳または療育手帳等
※前年度軽自動車税が減免されている車両をお持ちの方には、減免継続用申請書を郵送しましたので提出してください。
減免の内容に変更がある方は、資産税課での手続きが必要になります。普通自動車税との減免の重複はできません

平成30年度の軽自動車税について 問資産税課☎22–9432

車種区分 税額

原動機付
自転車

50cc以下 2,000円
50cc超～ 90cc以下 2,000円
90cc超～ 125cc以下 2,400円
ミニカー（50cc以下） 3,700円

軽自動車

125cc超～ 250cc以下
（軽二輪） 3,600円

被けん引車
（ボートトレーラ等） 3,600円

二輪小型
自動車 250cc超（二輪） 6,000円

小型特殊
自動車

農耕作業用 2,400円
特殊作業用 5,900円

車種区分 本年度の税額
①旧標準税率 ②標準税率 ③重課税率

四輪
以上

乗用 自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物 自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

区分 標準税額 軽課税額
軽減率 ― 標準税額の概ね75%軽減 標準税額の概ね50%軽減 標準税額の概ね25%軽減

軽課税率の対象 ― 電気自動車および天然ガス自動車 乗用:H32年度燃費基準+30%達成車
貨物:H27年度燃費基準+35%達成車

乗用:H32年度燃費基準+10%達成車
貨物:H27年度燃費基準+15%達成車

四輪
以上

乗用 自家用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円

貨物 自家用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

○軽自動車税の税額について
原付（125cc以下）・二輪車（125cc超）
・小型特殊自動車等

※新車新規登録された年月より①旧標準税率②標準税率③重課税率のいず
れかが適応された額となります
①�平成27年3月31日以前に新規登録された車両で、初めて車両番号の指定
を受けた月から13年目までの車両
②�平成27年4月1日以降に新規登録された車両で、初めて車両の番号の指定
を受けた月から13年目までの車両
③�新規登録から13年を経過した車両（平成30年度は新規登録の初度検査年
月が平成17年3月までの車両）

軽自動車（四輪以上および三輪）のグリーン化特例（軽課）について【平成30年度のみ】
　平成29年4月1日から平成30年3月31日までに新規登録された車両で、排出ガスや燃費の性能に優れた環境負荷
の小さな車両に対して適用されます。

○軽自動車税は4月1日現在の登録内容に基づき課税します。納税通知書は、5月上旬に郵送します。

軽自動車（四輪以上および三輪）

開運おやま　健康マイレージ
あなたも、家族も、まちも元気になる健康づくり！

　開運おやま健康マイレージは、16歳以上の小山市に住所を有する方なら、誰でも参加できます。
実施期間は4月1日㈰～平成31年2月28日㈭です。開運おやま健康マイレージに参加して、楽し
く健康づくり・生きがいづくりに取り組みましょう。下の3つのステップで参加しましょう。

※詳しくは、健康マイレージのパンフレットをご覧ください

問健康増進課☎22–9532

応募しよう！③ポイントを
集めよう！②パンフレットを

手に入れよう！①
健康増進課（保健・福祉
センター 3階）または市
内各出張所等で手に入れ
られます。

⑴健(検)診の受診　
⑵対象事業に参加　
⑶開運健康通帳
でポイントを集めます！

道の駅思川商品お取替券
（1,000円分）などの複数
のコースから選んで応募
できます！
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マイナンバーカードを取得すれば、
コンビニ等で証明書が取れます！

　マイナンバーカードを取得すると、お近くのコンビニ等で証明書（下表参照）
が取れます。さらに、4 月 1 日㈰から新たに所得証明書および課税・非課税証
明書も追加されました。
　平成 31 年 3 月 31 日㈰までの 1 年間に限り、コンビニ等交付手数料が窓口
で取るより 50 円お安くなっていますので、ぜひご利用ください。

取得できる証明書
手　数　料

取扱店舗・時間窓口 コンビニ等

住民票の写し

200 円 150 円

コンビニ【セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、ミ
ニストップ（小山市内および全国）】（6:30 ～ 23:00）
ウェルシア薬局小山駅南町店（6:30 ～ 23:00）
他のウェルシア薬局店【小山市内 7 店舗】（9:00 ～ 23:00）
イオン【小山市内および全国】（9:00 ～ 22:00）
※ 年末年始（12 月 29 日から 1 月 3 日）を除き、祝祭日も発行
可能

印鑑登録証明書（印鑑登録して
いる方）
所得証明書（扶養控除あり・なし）
※ 新規追加

課税・非課税証明書 ※ 新規追加

戸籍謄（抄）本（住所・本籍と
もに小山市の方に限る） 450 円 400 円

コンビニ【セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、ミ
ニストップ（小山市内および全国）】（8:30 ～ 17:15）
ウェルシア薬局小山駅南町店（8:30 ～ 17:15）
他のウェルシア薬局店【小山市内 7 店舗】（9:00 ～ 17:15）
イオン【小山市内および全国】（9:00 ～ 17:15）
※ 平日のみ発行可能

※マイナンバーカードは市民課・各出張所で写真なしで簡単に申請ができて無料です。受付時間は平日 8:30 ～ 17:15

美術館にいこう「開運のまちおやま」デスティネーションキャンペーン
問車屋美術館☎ 41-0968

開催期間　5 月 2 日㈬～ 6 月 3 日㈰
　市内羽川出身の版画家・古川龍生 ( ふるかわ りゅうせい、1893-1968) の没後 50 年を記念した木版画展を開
催します。木版画一筋に、自然と人間の共生をテーマに温かみのある色彩と繊細な線を使った作品を残しました。
ほとんどの作品を１枚しか刷らなかったという貴重な作品約 40 点をご紹介します。
料金　一般 400 円（300 円）　高校・大学生 250 円（150 円）※（　）内は 20 人様以上の団体料金
　　＊中学生・義務教育学校生以下無料　
　　＊おやまミュージアム割引　
　　　市立博物館の半券（平成 30 年 4 月以降の日付印があるもの。
　　　年度内 1 回限り有効）で一般 100 円、高校大学生 50 円割引
特別無料公開日　5 月 4 日㈮、5 月 5 日㈯、5 月 18 日㈮
休館日　月曜日、5 月 25 日㈮
　[ ギャラリートーク ]
　　講師　石田　友里氏（栃木県立美術館研究員）
　　日時　5 月 6 日㈰ 14:00 から
　[ スタディプログラム ]　※ 要予約
　　「プレス機を使わない版画－石膏刷り講座－」
　　講師　秋山　佳奈子氏（アーティスト）
　　日時　6 月 3 日㈰ 13:30 から

◇アートリンクとちぎ 2018 栃木県立美術館所蔵作品展 
　自然を愛した小山の偉人― 没後 50 年　古川龍生木版画展

古川龍生《昆虫戯画巻　平和篇　緑陰労働》
1933 年　紙、木版（栃木県立美術館蔵）

◎平成 30 年度「市民ギャラリー予約調整会」
　1 グループ最大 4 日間、市民ギャラリーとして展
示室を貸し出します。予約を受付ますので使用希望
の方はぜひご参加ください。
　日　　時　5 月 20 日㈰ 14:00 から
　会　　場　市立博物館　視聴覚室
　貸出期間　平成 31 年 2 月 7 日㈭～ 3 月 24 日㈰

◎平成 30 年度車屋美術館ボランティア新会員募集
　募集期間　4 月 1 日㈰～ 5 月 13 日㈰
　定　　員　20 人
　活動内容　小川家住宅の観覧者に対する案内
　　　　　　広報補助活動　など
　応募方法　所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、
　　　　　　車屋美術館あてに送付。
　　　　　　※ 申込用紙は美術館にご請求ください

問市民課
☎22–9402
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♦駅からハイキング～紡がれる歴史と思川桜舞う　開運のまちウォーク～
受付　4月3日㈫～ 19日㈭9:00 ～正午・おやま本場結城紬クラフト館（受付後各自出発）
内容　小山駅西口より市内の定番観光スポットと桜の名所をめぐるイベント
主催　JR東日本　協力　小山市、(一社)小山市観光協会

♦デスティネーションキャンペーン企画ウォーキングイベント
受付　4月8日㈰11:00～15:00・本部テント（受付後各自出発。17:00までにゴール）
内容　①「シェアサイクル」と「おーバス」を利用した周遊コース
　　　②桜の名所と史跡をめぐるまち歩きコース
特典　☆ゴールした方にお楽しみプレゼント
　　　☆いいとこ教え隊おやまの歴史ガイドによる名所解説
　　　☆おやま開運健康マイレージポイントシールプレゼント

♦鯉のぼり群遊
期間　4月6日㈮～ 5月6日㈰
会場　小山総合公園
問(一社)小山市観光協会 
　☎30-4772

日時：4月8日㈰ 11:00 ～ 17:00
会場：小山御殿広場（市役所北側）
　薄紅色が美しい小山市原産の思川桜が咲き誇る中、春らしいステージイベントや
特典付のウォーキングなど多彩なイベントが盛りだくさん！
　また、今年は「中華蕎麦とみ田富田治プレゼンツ　最強ラーメン祭2018 in 小山」
と同時開催。ぜひ、お越しください！

～関連イベント～

おやま思川桜まつり

「ワイワイ広場」◆ 7 つのブランド PR コーナー

※当日は車の混雑が予想されますので、
　乗り合いや公共交通機関でお越しください

「小山評定館」◆ものづくり子ども教室
　　　　　　　◆ハンドベル演奏

問おやま思川桜まつり事務局（商業観光課内）
　☎22–9273
　最強ラーメンまつり事務局
　☎03–3401–6652

「小山物語館」◆おやまブランド産品等の特設コーナー

日時：4月28日㈯ 10:00 ～ 15:00【荒天中止】/会場：道の駅思川
　小山市には、高い技術のもとに生産された農畜産物や工芸品などがたくさん
あります。その中でも、特に優れたものを選定した｢おやまブランド｣を市内外
に向けてＰＲするため、｢第16回おやまブランドまつり｣を開催いたします。
　おやまブランド創生・発信の拠点である「道の駅思川」を会場に、小山の素
晴らしい特産物を取り揃えてお待ちしていますので、ぜひお越しください！

問商業観光課
　☎22–9317

内容
○オープニングセレモニー
○ステージイベント（おはやし、よさこい、
　伝統芸能、ダンス　ほか）
○小山市観光シェアサイクル「らくーる」PR
○ラムサール条約湿地登録「渡良瀬遊水地」PR
○ふゆみずたんぼ米PR　ほか

○渡良瀬遊水地関連パネル展示・ミニよしずづくり ○甲冑体験、折り紙体験
○ふゆみずたんぼ事業等のパネル展示・販売
○ボランティア団体による展示・PR

○思川（思川の魚を水槽で展示）、思川桜等のPR
○ニュースポーツ体験（ストラックアウト、グラウンドゴルフ）

○小山高専によるエコカー等の試乗体験、関東能開大による展示・手こぎミニトレイン試乗体験
◆おやまブランド店の出店販売　◆おーバスまつり（おーバスの展示、開放、撮影会）
◆献血・骨髄バンクＰＲ　◆グリーンカーテン用の苗の無料配布（アサガオ・ゴーヤ等）限定 200 組
◆定住自立圏ＰＲブース　◆おやまブランド認定品総選挙　◆本場結城紬の着付け体験

第 16 回 おやまブランドまつり

※当日は車の混雑が予想されます
　ので、乗り合いや公共交通機関
　でお越しください



広報小山 2018.4月号　　1０

申込み・問合せ
博物館　〒329―0214　乙女1―31―7　☎45―5331　月曜休館
ハガキ（1講座につき1枚）に、①講座名、②郵便番号・住所・電話番号、
③参加者全員の氏名（学校学年、一般、保護者、幼児）と性別を明記のうえ、
各必着日までに郵送してください。※申込み多数の場合は抽選（一部講座
除く）。抽選の結果や各講座内容等の詳細は、後日連絡します

講座名 日　時 対　象 内　容 参加料 申込み・必着日

博物館ボランティア
の常設展示案内
「じっくり知ろう

小山の歴史」

① 4/10 ㈫
② 5/13 ㈰

9:00 ～
正午

一般
定員　各日 10 人
　　　程度（先着）

博物館ボランティアが館の常設展示「小山の文化
のあゆみ」と，展示に関連した周辺史跡をご案内
します。
場所：当館常設展示および館周辺史跡（乙女不動
原瓦窯跡、北浦遺跡　ほか）

無料

電話
 ① 4/8 ㈰

まで
② 5/12 ㈯

まで

火起こし体験

① 5/26 ㈯
② 6/30 ㈯

11:00 ～
11:45

小学生～一般
（小学４年生以下は
保護者同伴）
定員　各日 10 人
　　　程度（先着）

「まいぎり法」による火起こし体験を行います。
場所：博物館　玄関前や荷解室など 無料

電話
① 5/25 ㈮

まで
② 6/29 ㈮

まで

縄文土器を作ろう
6/23 ㈯

9:00 ～
正午

小学 4 年生～一般
定員 15 人（抽選）

歴史で学習する縄文土器を，自分の手で作ります。
場所：博物館　体験学習室

600 円
（材料費）

ハガキ
5/30 ㈬必着

麦わら細工教室
「ガラガラと

　ほたるかご」

7/14 ㈯
13:30 ～

16:00

小学 4 年生～一般
定員 15 人（抽選）

麦わらを編んで、「ガラガラ」と「ほたるかご」
を作ります。
講師：博物館友の会の皆さん

無料 ハガキ
6/22 ㈮必着

親子昆虫教室
7/22 ㈰

9:30 ～
11:30

小学生以上の親子
定員 25 人（抽選）

生井ふるさと公園（旧思川周辺公園）を散策しな
がら昆虫を観察・採集します。 無料 ハガキ

7/6 ㈮必着

夏休み工作教室
「ペットボトル空気砲」

7/29 ㈰
9:30 ～
11:00

小学 3 年生～一般
定員 25 人（抽選）

空気砲を使って，科学の不思議を体験します。
また、ペットボトルで空気砲を作ります。
※ ペットボトルは各自持参

無料 ハガキ
7/13 ㈮必着

紙すきでハガキを作
ろう

8/3 ㈮
13:30 ～

15:00

小学生～一般
（小学 3 年生以下は
保護者同伴）
定員 20 人（抽選）

和紙の原料であるみつまた（粉末）を利用して手
すきハガキを作ります。
※ 参加者か同伴者かをハガキに明記

無料 ハガキ
7/19 ㈭必着

川の生き物観察会
8/4 ㈯

9:30 ～
11:30

小学生～一般
（小学 1・2 年生は
保護者同伴）
定員 30 人（抽選）

川に入って、清水川（下国府塚付近）のザリガニ
や小魚などを観察、採取します。 無料 ハガキ

7/20 ㈮必着

昆虫標本作り教室
8/18 ㈯

9:30 ～
11:30

小学 3 年生～一般
定員 15 人（抽選）

チョウや甲虫の標本を作ります。
※ 標本にする昆虫は各自で用意 無料 ハガキ

8/3 ㈮必着

博物館
～前期講座のお知らせ～

講座名 日　時 対　象 内　容 参加料 申込み・必着日

企画展記念講演会①
「近代小山の蚕糸業」

4/15 ㈰
13:30 ～

15:00

一般
定員　40 人程度
　　　（先着）

要作の生きた生井村の主産業である蚕種業につい
てお話しいただきます。
講師：小山市文化財保護審議委員　小川聖　氏
場所：博物館　視聴覚室

無料
※展示見
学は別途
入館料必
要

電話
4/14 ㈯まで

企画展記念講演会②
「漢詩とは－要作の
漢詩を踏まえて考え
る－」

4/29 ㈰
13:30 ～

15:00

要作の詩を使いながら ､ 漢詩の読み方を基礎から
解説していただきます。
講師：國學院大學栃木短期大学教授　塚越義幸　氏
場所：博物館　視聴覚室

電話
4/28 ㈯まで

企画展記念講演会③
「碓井要作と田中正
造」

5/12 ㈯
13:30 ～

15:00

要作と田中正造の関わりを詳しくお話しいただき
ます。
講師：元栃木県歴史研究会常任委員長　大嶽浩良　氏
場所：博物館　視聴覚室

電話
5/11 ㈮まで

開館 35周年記念　第 70 回企画展「碓井要作ー田中正造とともに歩んだ蚕種家ー」関連講座

博物館　前期展示会のご案内
第 70回企画展「碓井要作ー田中正造とともに歩んだ蚕種家ー」
期　間　3/31 ㈯～ 5/27 ㈰
入館料　大人 200 円、大学生・高校生 100 円、中学生以下無料

夏休み特別展「自然系収蔵資料　昆虫展」
期　間　7/21 ㈯～ 9/2 ㈰
入館料　無料

※「小学生」の表記には義務教育学校１～ 6 年生を含みます
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講座名 期日・内容 時間 定員 受講料

教
養
大
学

日本古典文学講座
「古事記」を学ぶ
～神話への旅～

①5/10㈭「古事記」概要 ②5/24㈭伊邪那岐命の
黄泉国訪問 ③6/7㈭天照大神と須佐之男命 ④6/21
㈭大国主命と出雲神話 ⑤7/5㈭葦原中国の平定

10:00 ～ 11:30 50人 1,500 円

世界遺産を楽しもう
～ヨーロッパ編～

①6/2㈯イタリアを旅する ②6/16㈯フランスを旅
する ③6/30㈯スペインを旅する ④7/7㈯ヨーロ
ッパの宮殿を旅する

10:00 ～ 12:00 40人 1,500 円

英語で楽しむビートルズ ①5/17㈭ ②6/14㈭ ③7/12㈭ 13:30 ～ 15:30 40人 1,500 円

市
民
講
座

自然観察セミナー
①5/19㈯花の命のサイエンス ②6/5㈫野鳥観察会
③7/17㈫日光の自然観察 ④8/22㈬地球環境の変
換史 ⑤9/20㈭横根高原・井戸湿原自然観察会

①④
10:00 ～ 12:00
②③⑤
終日

40人 7,000 円

「剣舞」を学ぶ・楽しむ ①5/12㈯ ②5/26㈯ ③6/9㈯
④6/23㈯ ⑤7/14㈯ ⑥8/4㈯ 13:30 ～ 15:30 20人 2,000 円

還暦からの山歩き（ペア OK）
～初めての方も大歓迎～

①7/13㈮講義 ②7/21㈯高峯山と水ノ塔山を歩く
※雨天時は7/23㈪に延期 ※歩く時間は約4時間

①18:00 ～ 20:00
②6:00 ～ 20:00 40人 5,000 円

えぷろん亭「麺＆海鮮」
～和食・イタリアン・中華～

①5/22㈫本格手打ちうどん ②6/12㈫海鮮炒麺&沙
律蝦仁 ③6/25㈪魚介スパゲッティ・トマトソース 
④7/11㈬手打ちそばと海鮮かき揚げ

10:00 ～ 12:30 20人 4,500 円

パソコン講座～パソコンの
本当の使い方を学ぼう～ ①6/8㈮ ②6/15㈮ ③6/22㈮ ④6/29㈮ ⑤7/6㈮ 10:00 ～ 12:00 16人 1,500 円

シニア向けスマートフォン
講座

①5/18㈮　未所持の方向け
※1人1台、スマートフォンをお貸しします。 14:00 ～ 16:00 20人 無料

託
児
付
き
市
民
講
座

体幹ストレッチで作る
美 Body 講座

①5/17㈭ストレッチ＆体幹リセット ②5/24㈭骨
盤リセット ③6/7㈭バレトン ④6/14㈭ストレッ
チ＆ヨガ

10:00 ～ 11:30 15人 1,500 円
要託児 2,000 円

ハワイアンキルトで
ALOHA ♪ ①5/30㈬ ②6/6㈬ ③6/13㈬ ④6/20㈬ ⑤6/27㈬ 10:00 ～ 12:00 20人 4,000 円

要託児 4,500 円

学
級

小山地区女性学級
①6/18㈪女性のための終活セミナー ②7/2㈪こぎ
ん刺し ③9/10㈪Sugar Art ④10/15㈪健康体操
⑤11月予定野外学習 ⑥12/17㈪正月飾り作り

各回異なります 40人 4,500 円

小山地区シニア学級
①5/9㈬とちぎ民俗探訪「もう一つの日光」
②5/30㈬野外学習(日光) ③7/22㈰歌声ともしび 
④9/5㈬終活セミナー ⑤10/3㈬お金と生活の知恵 
⑥11月予定野外学習

各回異なります
40人
(60歳
以上)

4,000 円

新家庭教育学級
「親子学びの森」

①5/27㈰縄文時代の布(アンギン)を編んでみよう
②6/17㈰はじめての茶道教室 ③7/7㈯野外学習 
④7/14㈯飛行機はなぜ飛ぶのか

各回異なります 18組
36人 ペア 5,000 円

新すこやか学級
「ママのためのほっとタイム」

①5/14㈪ポーセリンアート ②5/25㈮色彩心理レ
ッスン ③6/11㈪デジカメ・スマホでカメラ講座 
④7/9㈪本格イタリアン

10:00 ～ 12:00 20人 2,500 円
要託児 3,000 円

共
催初心者向け油絵講座 ①7/14㈯ ②7/21㈯ ③8/4㈯ ④8/25㈯ ⑤9/1㈯ 13:30 ～ 16:00 15人 3,000 円

＋材料費

中央公民館前期講座
通年講座受講生募集

◆申込み
期　　間　4/2 ㈪～ 13 ㈮【必着】
方　　法　①来館して申込書に記入
　　　　　②必要事項を明記し、
　　　　　　ハガキまたは FAX で同館へ
記載事項　①講座名、②住所、③氏名（フリガナ）、　
　　　　　④年齢、⑤携帯電話番号
　　　　　※託児付き講座をご希望の方は、
　　　　　　託児の有無と子どもの人数を明記

申込み・問中央公民館
〒323–0023小山市中央町1–1–1
☎22–9562･9563/ＦＡＸ24–3021

◆開講のご案内
　参加が確定した方に開講通知を送付します。定員を
超えた場合は抽選（4/14 ㈯ 10:00 から）を行います。
※抽選の場合は、小山市民を優先します
◆受講料のお支払い
　4/27 ㈮までに同館窓口へ
※キャンセルは 4/27 ㈮まで。同日以降のキャンセル
　は返金できません
※申込者が少ない講座は開催できない場合もあります

※新家庭教育学級は、小学校および義務教育学校の 4 ～ 6 年生の
　親子対象の講座です
※新すこやか学級は、未就学児をお持ちのお母さん優先となります
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幼稚園・認定こども園子育て支援事業 問こども課☎ 22-9614

事業の詳しい内容や開催日時等は各園にお問い合わせください
園名･所在地･

連絡先 事業内容・日程

認定こども園
早
さわらび

蕨幼稚園
城山町2-4-21
☎22-0093

★親子教室　※日程は要問合せ
★園庭開放　毎週金曜日
★参加行事
　夕涼み会 8月　運動会 10月
　クリスマス会 12月　おもちつき　1月

認定間々田
こども園
乙女3-1-6
☎45-0223

★子育て相談《育児や健康管理等》
　年間を通して実施
★高齢者との交流　★お楽しみ会 7/28㈯
★未就園児教室（ハーモニーキッズ） 5/16㈬から
★学童保育　★園庭開放

静林幼稚園
喜沢199
☎22-1792

★ピノキオ教室 [未就園児親子教室]
　親子体操、手遊び、うた、お話し、じゃがい

も掘り、お祭りごっこ、運動会ごっこ、さつ
まいもほり、クリスマス会、集合ゲームなど

　4/27㈮、5/25㈮、6/22㈮、7/6㈮、
　8/24㈮、10/19㈮、12/14㈮、2/22㈮
★園庭解放　★学童保育

せいほう幼稚園
中久喜1221-1
☎22-3618

★アンバサダーキッズ [未就園児親子教室（英語）]
★かんがるーくらぶ
　[未就園児親子教室（日本語）]
★どんぐりクラブ [未就園児教室]
　対象　2、3歳児　※日程は要問合せ
★園庭開放 毎週水曜日 ★学童保育 ★子育て相談

認定こども園
梅ヶ原幼稚園
城東5-11-20
☎25-3333

★サクランボクラブ（親子教室）
　5/16㈬、6/20㈬、7/4㈬、8/29㈬、9/12㈬、
　11/7㈬
★運動会 10/6㈯　★学童保育　★園庭開放

認定こども園
みのり幼稚園
萩島56
☎38-2027

★ひよこクラブ [親子教室]
　園庭開放 4/24㈫、5/15㈫、6/5㈫、7/3㈫、
　8/31㈮、10/16㈫、11/13㈫、12/11㈫、
　2/12㈫
★夕涼み会 7月 ★運動会 10月 ★作品展 2月
★子育て相談 随時　★学童保育
★高齢者との交流

ひまわり幼稚園
横倉新田287-2
☎27-0441

★ひまわりキッズ [親子教室]
　5/18㈮、7/3㈫、10/12㈮、10/26㈮、
  12/20㈭、1/11㈮、1/17㈭、2/1㈮
★夏祭り 7/21㈯　★ひまわり学園祭 11/4㈰
★園庭開放 
　5/28㈪、6/20㈬、7/18㈬、9/7㈮、10/17㈬、
　11/21㈬、3/7㈭･20㈬・26㈫～ 29㈮

楠エンゼル
幼稚園
犬塚3-14-2
☎23-6870

★のびのび体験クラス [親子教室]
　5/22㈫、6/12㈫、7/10㈫、8/30㈭、9/11㈫、
　10/23㈫、12/18㈫、1/15㈫、2/12㈫
★なかよしひろば [園庭開放]
　5/24㈭、6/6㈬・19㈫、7/13㈮、8/2㈭･28㈫、
　9/8㈯、10/19㈮、11/1㈭、1/22㈫、2/8㈮、
　2/23㈯、3/6㈬

認定こども園
小山幼稚園
東城南5-23-7
☎27-3534

★すずらんクラブ [親子教室]
　毎月1回金曜日10:30 ～ 11:30
★子育て相談 随時　★学童保育
★小幼祭（作品展）　12/1㈯
★園庭開放
　4/24㈫、5/29㈫、6/19㈫、7/3㈫、8/7㈫、
　8/21㈫、9/11㈫、10/16㈫、11/13㈫、
　12/11㈫、1/22㈫、2/19㈫

★ ★

園名･所在地･
連絡先 事業内容・日程

認定こども園
乙女幼稚園
乙女2-30-22
☎45-0740

★ピヨちゃんクラブ [親子教室]
　毎月第3･4火曜日
★親子観劇会　★いもほり　★夕涼み会　
★ミニ運動会　★絵本の日　★クリスマス会
★2歳からの楽しい感性あそび 毎月1回
★子育てママのブックレット 定期発行

羽川幼稚園
羽川190-7
☎25-4794

★親子教室
《おともだちと一緒に楽しい体験ができます》
　4/23㈪、5/11㈮、6/18㈪、7/9㈪、8/9㈭、
　9/14㈮、10/15㈪、11/12㈪、12/10㈪、

1/21㈪、　2/22㈮
★園庭開放 平日17:00まで
★みんなであそぼうよ 7月
★夕涼み会 8月 ★作品展 12月 ★学童保育

栗の実幼稚園
神鳥谷1-5-11
☎25-6906

★ちびっこクラブ [親子教室]
　《親子体操、制作遊び等》毎月水曜日1 ～ 2回
★サマーコンサート 8月　★運動会 10月
★観劇会 11月
★園庭開放 11月～（毎週水･金曜日）
★学童保育　★子育て相談 随時

白鷗大学
はくおう幼稚園
大行寺1195
☎38-2636

★おひさまクラブ《2歳児支援》
　月･木コース、月コース、水コース、木コース
★FUN FUN KIDS《親子イベント》
　月1回程度火曜日
★ママといっしょに
　《おもちゃライブラリー ･園庭開放》
　金曜日10:00 ～正午

認定とまと
こども園
下泉488-3
☎38-3121

★ぴよぴよクラブ [親子教室]
　4/20㈮、5/18㈮、6/8㈮、7/13㈮、8/3㈮、
　9/7㈮、10/12㈮、11/2㈮、12/7㈮、1/11㈮、
　2/8㈮、3/1㈮
★子育て相談 随時　★学童保育
★園庭開放 放課後

ふじ認定
こども園
粟宮841
☎37-7320

★なかよしクラブ [親子教室]
　4/19㈭、5/17㈭、6/28㈭、7/12㈭、
　10/18㈭、11/29㈭、12/13㈭、1/17㈮、

2/9㈯、3/14㈭
★運動会10/4㈭　★発表会 2/9㈯

認定こども園
のぶしま幼稚園
延島96
☎49-2471

★親子教室 《体操、制作、遊び、おはなし等》
　5/25㈮、6/29㈮、7/6㈮・14㈯、10/6㈯、
　11/9㈮、12/7㈮、2/1㈮、3/1㈮
★園庭開放 月～金曜日の放課後
★子育て相談 随時　★高齢者との交流

認定おおや
こども園
東野田2130-1
☎28-0080

★ひよこ教室 [親子教室] 10:00 ～ 11:00
　5/22㈫、6/12㈫、7/3㈫、9/11㈫、10/16㈫、
　11/13㈫、12/11㈫、1/22㈫、2/19㈫
★夕涼み会 7月　★子育て相談 随時
★運動会 10月　★園庭開放　★学童保育
★お遊戯会 12月　★高齢者との交流

認定こども園
生井ゆりかご
幼稚園
上生井679-3
☎0282-67-3038

★なかよしランド [未就園児親子教室]
　5月より月1回実施
★夕涼み会 8月　★運動会 10月　
★さつま芋掘り 10月　★作品展 12月
★発表会 2月　★子育て相談 随時
★園庭開放　★学童保育　★高齢者との交流

★ ★★ ★★ ★ ★ ★ ★★ ★★★
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　「今は元気だから」「必要なら病院に行くから」など、健診をついつい後回し
にしていませんか？しかし、健診は自分自身の健康状態を知って、生活習慣の
改善や病気を未然に防ぐ良いチャンスです。ぜひ、年に一度健診を受けましょう。

受診場所　　保健・福祉センター、健康医療介護　
　　　　　　総合支援センター、公民館など
自己負担額　無料
受診期間　　誕生月ごとに受診していただきます。
　　　　　　（下表参照）

受診方法　事前申込みが必要です。検診申込み書 ※

でお申込みください。お申込みいただいた方のみ、
問診票を郵送いたします。
※ 広報おやま 3 月号と同時配布の「平成 30 年度
健康のしおり」に折込みで入っています
健診結果　約 1 カ月半後に結果をお返しします。 

受診方法　受診券が届いてから、市内指定医療機
関にご自身で予約したうえで受診してください。

受診場所　　市内指定の 70 医療機関
　　　　　　（「平成 30 年度健康のしおり」参照）
自己負担額　無料
受診期間　　誕生月ごとに受診していただきます。
　　　　　　（下表参照）

健診結果　受診医療機関でお受け取りください。

※詳細は、広報おやま 3月号と同時配布の「平成 30年度健康のしおり」をご覧ください。病気を未然に防ぐため、
年に一度健診を受けましょう！

年に一度は受けましょう！特定健診・がん検診

※基本健診を受診の40 ～ 74歳の小山市国民健康保険
の方で、生活習慣病のリスクの高い方には、特定保健
指導のご案内を送付します

誕生月 12･1･2 月 3･4･5 月 6･7･8 月 9･10･11 月
受診券等発送 4 月中旬 6 月中旬 8 月中旬 10 月中旬
健診受診月 5 ～ 6 月 7 ～ 8 月 9 ～ 10 月 11 ～ 12 月

問国保年金課☎ 22­–9418・9413
健康増進課☎ 22–9522

○基本健診は集団健診または個別健診で受診できます。

検査項目　問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図、貧血検査等
対象者　　・小山市国民健康保険加入者（40 歳以上）
　　　　　・後期高齢者医療制度加入者（後期高齢者健診）
　　　　　※ 上記以外の方は加入する医療保険者が実施します。
　　　　　　受診方法等の詳細は、加入する医療保険者（社会保険）にお問合せください。

基
本
健
診

◎平成 30年度より上記対象者の基本健診の自己負担額は無料になります！！

●集団健診ではがん検診も一緒に受診できます。

が
ん
検
診

検診項目　胃・肺・大腸・前立腺（50 歳以上の男性）・女性がん（子宮・乳）
対象者　　勤務先や人間ドック等で受診機会のない方
受診方法　事前にお申込みが必要です。検診申込み書 ※ でお申込みください。（がん検診は有料です）
　　　　　※ 広報おやま 3 月号と同時配布の「平成 30 年度健康のしおり」に折込みで入っています

問文化振興課☎22–9662

　自主的で創造的な「小山らしい」特色ある文化芸術振興のため、市民の様々な文化芸術活動や若手芸術家の育
成等に対し、文化芸術振興基金から経費の一部を助成します。

文化芸術振興活動事業助成金

募集期間　4 月 1 日㈰～ 5 月 31 日㈭ （土日祝日を除く）
助成対象事業等

助成対象事業 対象 助成内容
文化芸術の創造または普及に関する事業 市内に住所を有する個人、本市の出身者

または市内で活動する各種市民団体等 助成対象経費の３分の２以内
地域文化財等の保存または活用に関する事業

文化芸術を担う人材を育成または
文化芸術を奨励するための事業

市内に住所を有する、または本市出身の
若手芸術家で、将来市の文化芸術発展に
寄与できるもの

限度額 200 万円　年間１人
（該当者なしの場合あり）

申請方法  指定の申請書および添付書類を文化振興課に提出してください。
※ 募集要項・申請書は文化振興課、各出張所にあります。また市 HP からもダウンロードできます
事業の選定
　小山市文化芸術振興審議会の意見を聴き、その代表委員または専門家を加えた小山市文化芸術
振興活動事業選定委員会の審査に基づき、市長が選定します。
※ 選定時では、分野・実施内容・実施体制・将来性および予算等を総合的に勘案します

◆◆集団健診◆◆ ◆◆個別健診◆◆
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◆就職等により、他の健康保険に加入された方
○社会保険に加入し、新しい保険証が交付される前に医療機関を受診する場合は、国民健康保険証は使えませ
　ん。事前に会社や医療機関に相談してから受診しましょう。
○社会保険証が交付されたら、交付された社会保険証と国民健康保険証を持って市役所や最寄りの出張所等で、
　国民健康保険脱退の手続きを行ってください。
　医療機関を受診している方はできるだけ早く医療機関に健康保険が変わった旨の連絡をしてください。
○他の健康保険に加入している期間に、国民健康保険証を使って医療機関等を受診すると、後で国民健康保険
　が負担した分の医療費の返還をお願いすることがありますので、必ず届け出は14日以内に済ませましょう。

◆退職により、国民健康保険加入のお手続きをされる方
　4月の窓口は非常に込み合います。円滑な手続きのためにも、「健康保険資格喪失証明書」
　（職場の保険をやめた日付がわかるもの）を必ずお持ちください。

◆就学のため一時的に他市町村へ転出する学生（マル学）
　小山市国保に加入するお子さんが、就学のため一時的に他市町村に転出した場合の特例
として、手続きをとることによって、小山市国保から保険証を交付することができます（マ
ル学制度）。お手続きの際には、「在学証明書」が必ず必要になります。

国民健康保険からのお知らせ 問国保年金課☎ 22­–9414・9415

◎国民健康保険に加入・脱退する場合には、届け出が必要です！
こんなとき 手続きに必要なもの

国保に
「加入」
するとき

転入したとき 前住所地の転出証明書

会社等の健康保険をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、年金手帳

国保を
「脱退」
するとき

転出するとき 国民健康保険証

会社等の健康保険に加入したとき
会社等の健康保険の被扶養者になったとき

国民健康保険証、会社等の健康保険証
（どちらも該当者全員分）

※手続きは、市役
所市民課または最
寄りの出張所にて
お願いします。い
ずれの手続きにも
印かんと本人確認
書類、マイナンバー
が分かるものが必
要です

◎平成30年4月から国保制度が変わります！

◆◆手続きの注意点◆◆

　国民健康保険（国保）は市町それぞれが保険者となって運営していましたが、将来にわたって国保を維持して
いくために、平成30年4月から栃木県も運営に加わりました。
＜改正内容＞
○都道府県が財政運営の責任主体となり、制度の安定化を図ります。
○保険証について
　・保険証の有効期限が原則7月31日までになります。
　・70歳～ 74歳までの方は、保険証と高齢受給者証が一体化され、1枚のカードになります（平成30年8月以降）。
○高額療養費の多数回該当が栃木県内で通算されます（世帯主が継続する場合に限る）。
〇国保に加入している世帯主の転出（入）により、保険証の記号番号が変わる場合があります。

◎平成30年度の国民健康保険税率の見直しを行いました

　＜改正内容＞
（1）課税限度額の改正
　・77万円 から 85万円へ

（2）課税方式の改正
　・資産割を廃止

（3）保険税率と賦課割合の改正
　・医療分の所得割：
      7.5％ から 6.9％へ
　・医療分の平等割：
     25,000円 から 22,000円へ

改正前 改正後
医療分 支援金分 介護分 医療分 支援金分 介護分

所得割（％） 7.5 2.5 2 6.9 2.5 2

資産割（％） 25 5 2.5 廃止 廃止 廃止

均等割（円） 27,000 8,500 8,000 27,000 8,500 8,000

平等割（円） 25,000 6,000 6,500 22,000 6,000 6,500

課税限度額 51 万円 14 万円 12 万円 52 万円 17 万円 16 万円

課税限度額計 77 万円 85 万円

※申請や各種届け出はこれま
でどおりお住まいの市役所の
窓口で行うことができます

4月からの新生活をスタートされた方へ

※今までマル学該当だった方が、卒業により学生でなくなった場合はマル学喪失の手続きが必要になります

問国保年金課☎ 22­–9414・9415
市民税課☎ 22–9426・9427

※詳細は広報小山7月号に掲載予定
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問市民生活課☎22-9248市民活動推進事業補助金申込み募集のお知らせ

区分
補助対象事業の補助年数

1 年目 2 年目 3 年目
  新たに取り組む事業 100 分の 100 100 分の 50 100 分の 30
  既存事業を拡充して行う事業 100 分の 80 100 分の 50 100 分の 30  継続事業

補助対象団体（以下の全てに該当する団体）
　①5人以上で組織された団体、②原則、主たる活動の範囲が小山市内であること、③政治的活動、宗教的活動、
　営利的活動を団体の目的としていないこと、④公共的・公益的活動を行っている団体であること、⑤補助金の
　交付対象となった事業に意欲を持って取り組む団体であること　等
補助対象事業（以下の全てに該当する事業）
　①地域の活性化を目的とした事業や社会貢献を目的とした事業または公共性、公益性を有する事業であること
　②申請事業に対して他からの補助金等を受けていない事業
　③新たに取り組む事業、既存事業を拡充して行う事業または概ね3年以上継続して実施している事業
　　※同一事業に対する補助金の申請ができる期間は3年まで
補助金額　事業の実施に必要とみとめられる補助対象経費の実支出額の合計に、次の表に掲げる割合を乗じた額
　　　　　で、支給限度額は10万円。（千円未満切り捨て）

申請書類　申請書、事業計画書、予算書、団体名簿、活動内容がわかるもの
　　　　　その他必要と認めたもの（団体規約や総会資料等）　※募集要項、申請書は市HPからダウンロード可
申請期間　5月1日㈫～ 31日㈭　平日8:30 ～ 17:00
申請場所　小山市役所2階市民生活課　※申請書類は、事業内容を説明できる方がご持参ください

福祉手当について 問福祉課☎22-9624

問子育て包括支援課☎22-9634お子さんを養育する方へ

種類 支給・助成額 受給資格

特別児童扶養手当
（所得制限有）　

1級51,700円
2級34,430円
（いずれも月額）

20歳未満の障がい児を監護する父母、またはその養育者
※障がい児…身体障がいの程度がおおむね3級以上または、知的
障がいの程度がおおむねA1、A2、B1の方

障害児福祉手当
（所得制限有） 14,650円（月額）20歳未満で精神または身体に著しい重度の障がいがあり、日常生活で常時介護が必要な状態の方

重度心身障がい児介護手当
障がい児1人に
つき5,000円（月
額）

20歳未満で次の状態にある障がい児を扶養している保護者
（1）身体障がいの程度が2級以上で身体障害者手帳を所持
（2）知的障がいの程度がA1、A2で療育手帳を所持

特別障害者手当
（所得制限有） 26,940円（月額）20歳以上で精神や身体に重度の障がいが重複しており、日常生活で常時特別介護が必要な方

難病等福祉手当 12,000円（年額）
栃木県知事から特定医療費（指定難病）受給者証、一般特定疾
患医療受給者証、小児慢性特定疾病医療受給者証のいずれかを
交付されている方

重度心身障がい者の医療費
助成

保険適用診療分
（高額療養費等
を除く）の自己
負担額

①身体障がいの程度が2級以上で、身体障害者手帳を所持、②知
的障がいの程度がA1、A2で療育手帳を所持、③知的障がいの程
度がB1で療育手帳を所持しており、かつ身体障がいの程度が4
級以上で身体障害者手帳を所持

※障害児福祉手当と重度心身障がい児介護手当との同時受給はできません

種類 支給・助成額 受給資格

児童手当
3歳未満15,000円、3歳～小学校修了前（第1・2
子）10,000円、（第3子以降）15,000円、中学生
10,000円、特例給付5,000円（いずれも月額）

中学校修了前までの国内居住の児童を養育して
いる方（所得により特例給付）　

児童扶養手当
（所得制限あり）

42,500円～ 10,030円（月額）
※第2子、第3子以降はそれぞれ加算があり
ます

離別等により母子家庭または父子家庭等であること。18
歳到達後最初の3月31日（政令で定める場合は20歳未満）
までの児童を監護している母、監護し、かつ生計を同じ
くしている父、または父母に代わる養育者等へ支給。

遺児手当
（所得制限あり）児童1人につき　3,000円

父母の一方または両方が死亡した義務教育修了
前の児童を監護する父母、または父母以外で養
育している方
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●税金を滞納するとどうなるの?～見逃しません！地方税の滞納～
　納税は国民の義務であり、納期内納付が基本です。皆さんが納めた税金は、生活に必要な事業を支えています。
　例えば、市民の皆さんの安全を守る防災対策や救助活動、生活に役立つ道路・水道
の整備、助け合いのための福祉事業や国民健康保険事業など、身近な生活に使われて
います。
　納期を過ぎても納付がなく、税金を滞納したままにすると、本来納める金額の他に
延滞金が発生します。平成30年1月1日以降の未納額に対しては、納期限から1カ月以
内は年2.6%、1カ月後からは年8.9%（※滞納した税金1万円で1日当たり約2.4円）で
延滞金を計算します。これは銀行などの預金金利よりはるかに高い率です。督促状を
発送して10日を過ぎても納付がない場合は、所有している財産を調査し差押えること
になります。
　差押えの対象となる財産は、銀行の預貯金、給与や賞与、生命保険、自動車、不動産等です。また、財産の発
見のために自宅や事業所内を捜索する場合もあります。これらの財産調査や差押え・捜索等は、本人の意思に関
わらず法律の規定に基づいて行われるため、裁判所の令状を必要としません。
●納付が難しい場合はご相談ください～滞納は放置せず、早めにご相談を～
　病気や失業、事業の廃止、災害にあった場合など、やむを得ない理由で一時的に税金を納期内に納めることが
難しい方は、そのままにしないで、必ずご相談ください。
◇平日延長窓口：月曜日～木曜日17:15 ～ 19:00（祝日、金曜日は開設していません）
◇日曜納税相談窓口：納期直前の日曜日（7月末を除く）8:30 ～ 17:15

税金は納期内に納めましょう

中小企業支援・雇用促進支援施策

　市では、本年から、収入不足や借金問題で納税が難しい方を対象に、生活改善の手助けをするため、家計（事業）
相談の専門家「ファイナンシャルプランナー」による無料の納税相談を受け付けています。
相談日時　5月28日㈪、9月30日㈰、10月28日㈰、H31.1月27日㈰ 9:00 ～正午、13:00 ～ 16:00
　　　　　※5月の相談は13:00 ～ 16:00のみ
相談場所　小山市役所1階納税課（納税相談室）
相談方法　ファイナンシャルプランナーが個別に対応（概ね1時間程度）
　　　　　※相談は予約制になっています。事前に納税課までご連絡ください

ファイナンシャルプランナー（FP）による納税相談

問納税課☎22-9444

▲自動車の差押え
（タイヤロックの様子）

◆ものづくり人材育成事業助成金
　市内中小企業等が、専門的知識や技能習得のための
研修に自社従業員を派遣した場合や自ら研修を開催し
た場合、対象経費の2分の1以内の額を助成します。【限
度額20万円/年度】
◆ISO認証取得支援事業補助金
　市内で事業を営む中小企業者のISO9000sまたは
ISO14000sの新規取得に対し、その審査登録料およ
びコンサルタント料の合計額の30%以内を助成しま
す。【限度額150万円】
◆雇用促進奨励金
　公共職業安定所の紹介で市内在住の15歳以上65歳
未満の求職者を6カ月以上常用雇用した市内事業所に
対し、被雇用者1人につき20万円の奨励金を交付しま
す。【限度額100万円/年度】
◆トライアル雇用奨励金
　国のトライアル雇用奨励金を得て、市内在住者を雇
い入れた市内事業所に対し、被雇用者につき3カ月を
限度に、1カ月あたり4万円の奨励金を交付します。【限
度額12万円】

問工業振興課☎22-9399

◆工業所有権取得支援事業補助金
　市内で製造業を営む中小企業者の特許権および実用
新案権の取得に対し、出願料や弁理士手数料等の費用
の50%以内を助成します。【限度額40万円】
◆新製品新技術研究開発事業補助金
　市内に事業所を有する中小企業者が新製品、新技術、
販路拡大の研究開発を行う際の経費の3分の2以内を補
助します。【限度額200万円】
◆中小企業販路開拓事業助成金
　市内で事業を営む中小企業者が展示会等に出展した
際の出展料、展示装飾費等の合計額の3分の1以内の額
を助成します。【限度額30万円(国内)・50万円(国外)】
◆求職者技能向上教育訓練奨励金
　厚生労働大臣が規定する教育訓練を修了し、公共職
業安定所において登録のある市内在住求職者に対し、
訓練受講の際に、支払った入学料等の50%の奨励金を
交付します。【限度額15万円】
◆中小企業退職金共済制度（中退共）普及補助金
　市内に事業所を有する中小企業が納付する中退共掛
金の一部を補助します。

　小山市では、中小企業支援、雇用促進支援、市内在住の求職者への支援を行っています。
※詳しい要件や申請期間等についてはホームページをご覧いただくか、お問合せください



～狂犬病予防法により、犬の登録（生後 91日以上）と
年１回の狂犬病予防注射を受けなければなりません～

【費用】◆新規登録手数料 3,000 円 ( 犬の生涯に１回のみ）
◆注射料 3,500 円（１頭につき）

【補助金額】牝犬 5,000 円／牝猫 4,000 円
※１世帯につき１頭のみ

期日 時　間 場　所

4/28
㈯

9:20～ 9:40 神久保公園（神鳥谷 2丁目）
9:30～ 9:50 寒川公民館
10:00～10:20 ひまわり公園（花垣町 1丁目）
10:10～10:30 中公民館
10:40～11:20 城東公園
10:50～11:10 穂積公民館
12:40～13:40 羽川公民館（橿原神社境内）
13:00～13:40 豊田公民館

4/29
㈰

9:20～ 9:40 農協粟宮倉庫
9:30～ 9:50 生井公民館
10:10～11:20 間々田・桑市民交流センター
12:50～14:00 小山城南市民交流センター、小山東出張所

4/30
㈪

9:30～10:40 絹公民館、大谷公民館
11:00～11:20 鉢形中央公民館、東野田東集落センター
12:50～14:00 小山市役所、美しが丘公園

●既に登録している方
　予防注射のみです。送付された「お知らせハガキ」
にご記入のうえ会場に持参してください。
●未登録または新たに飼った方
　登録と予防注射の両方を受けてください。
●都合のつかない方・個別注射の方
　最寄の動物病院で狂犬病予防注射を受けてくださ
い。診察日、料金は、直接動物病院へ確認し、登録
済の方は、「お知らせハガキ」を持参してください。
●市外から転入された方
　他市町村で登録がある場合、環境課窓口で小山市の
犬鑑札と交換してください。
●犬の死亡した場合　
　「お知らせハガキ」に死亡日を記入し、犬鑑札と共に
環境課・各公民館・会場のいずれかに届けてください。
※紛失などにより添付できないときはその旨申し出
をしてください
●飼い主の変更（譲渡）、転居（市内）した場合
　犬の所在地や飼い主の住居などに変更があった場合
も届けが必要です。「お知らせハガキ」に変更事項を
ご記入のうえ、会場または環境課へ届けてください。

飼い犬の登録と狂犬病予防注射

犬猫の避妊手術費補助金
●補助対象条件（下記の①～⑥すべてに該当）
　①市内に居住し、住民登録があり、牝犬または牝猫を飼っている
　②獣医師により避妊手術を行った
　③牝犬の場合、登録と平成 30年度の狂犬病予防注射を受けている
　④販売を目的として犬・猫を飼っていない
　⑤飼主と同居する家族全員（同一世帯）が市税等を完納している
　⑥手術日がH30.4/1 ㈰～ H31.3/31 ㈰

●手続方法
　①申請書兼請求書の欄に実施獣医師の証明を受ける
　　申請書は、市内のほとんどの動物病院にありますが、一部備え
　　ていない動物病院もありますので、事前に動物病院に確認して
　　ください。病院に申請書が備えられていない場合は、市役所環
　　境課で申請書を配布します。
　②申請書に必要事項を記入後、H31.4/30 ㈫までに申請書と領収書
　　写しを添付して市役所環境課へ持参
　　持参できない場合は、郵送で提出してください。（H31.4/30 ㈫
　　必着）※申請人名義の口座を記入。補助金には限りがあります
　　ので、年度内で受付を終了する場合があります

●留意点
　事故防止のため、犬を拘束出来ない飼い主の方は最寄の動物病院で受けてください。首輪がはずれ犬が逃亡し
たり、犬同士がかみ合うなどのトラブルがあります。首輪をしっかりつけ、引き綱を短く持ってください。	

問環境課☎22–9284

市 申請者

①申請書兼
　請求書提出

➡

➡

②受付（審査）

③交付決定
　通知発送
　補助金交付

④通知受理

⑤補助金受領
　（口座振込）

補助金申請の流れ

➡
➡

＜あなたの犬や猫が近所に好かれるために＞　小山市環境美化条例が制定されています
　○ふんはトイレに流すか、燃えるごみとして処理しましょう　○猫は専用のトイレを用意し、しつけましょう
　○におい・鳴き声が近所迷惑にならないようにしましょう　　○犬は散歩中も、常に引き綱をしましょう
　○餌だけを無責任に与えず、正しく飼いましょう　○必要のない繁殖はさせず、避妊・去勢手術をしましょう
　※犬や猫の飼い方については、栃木県動物愛護指導センター（☎ 028-684-5458）にご相談ください	
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関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」を
構成する４県３市２町（茨城県古河市、埼玉県加須市、
群馬県板倉町、栃木県栃木市、野木町）のイベント等
の情報です。

加須市（埼玉県）

古河市（茨城県）

関東どまんなかサミット加入市町を対象に、古河ゴ
ルフリンクス優待パス券を販売します。
販売期間　4月 1日㈰から通年
有効期限　平成 31年 3月 31日㈰
　　　　　※クローズによる延長はありません
販売価格　36,000 円
問古河ゴルフリンクス☎ 0280-22-4000

古河ゴルフリンクス優待券販売

野木町（栃木県）「花とレンガのまち」
　野木フラワーカーペット 2018

約 12万本のチューリップの花びら等で、関東最大級
の花絵を描きます。花絵アートの展示のほか、煉瓦
窯 deマルシェや野木町煉瓦窯 2周年感謝祭も行わ
れますので、皆さまぜひご来場ください。
日時　4月 28日㈯～ 30日㈪ 9:00 ～ 21:00
場所　野木町煉瓦窯および野木ホフマン館
テーマ　「アートで魅せる花絵の絨毯」
　　　―関東最大級の花絵アート―
問野木町デスティネーションキャンペーン
　実行委員会事務局（町産業課内）☎ 0280-57-4153

栃木市（栃木県） 2017 きゃわふぇす in 栃木市
「とち介のお誕生会」がリニューアル♪全国各地から
おともだちキャラクターが駆け付け、楽しいステー
ジやグルメブース、寺嶋由芙さんのミニライブなど、
「かわいい」を「ゆるやか」に楽しめる一日。
日時　４月 14日㈯ 11:00 ～ 15:00（10:30 開場）
場所　栃木市総合体育館（栃木市川原田町）
入場料　無料（上履き持参）
問栃木市シティプロモーション課
☎ 0282-21-2315

板倉町（群馬県）

問秘書広報課☎22–9353

全長 100ｍ・重さ 330㎏の世界一大きい『ジャンボ
こいのぼり４世』が加須の大空を泳ぎます。会場で
は楽しいイベントが開催されますの
で、ぜひお越しください。
日時　5月 3日㈭ 10:00 から
場所　利根川河川敷緑地公園ほか
内容　平和式典、加須市観光大使の委嘱、メッセー
　　　ジこいのぼり掲揚、ジャンボこいのぼり遊泳
　　　（予定）等。
　　　※風速などにより遊泳時間が前後する場合あり
　　　※天候によっては 5月 4日㈮に順延
問商業観光課☎ 0480-62-1111（内線 276）

第 9 回加須市民平和祭で
　ジャンボこいのぼり遊泳

春の交通安全市民総ぐるみ運動 問生活安心課☎22–9283

◎ 4 月 6 日㈮～ 4 月 15 日㈰は春の交通安全市民総ぐるみ運動実施期間です
　春は、新入学児童等の通学や、陽気がよくなり歩行者・自転車利用者の行動範囲が広くなることから、交通事
故の発生が懸念されます。そこで、本運動は、市民一人ひとりに交通安全思想の普及 ･浸透を図り、交通ルール
の遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけ、交通事故を防止することを目的とします。

雷電大祭の開催
板倉町の雷電神社は関東一円に点在する雷電神社の
総本宮です。社殿と奥宮は群馬県の重要文化財に、
八幡宮稲荷神社は国の重要文化財に指定されていま
す。大祭期間中はたくさんの出店でにぎわいます。
期間　5月 1日㈫～ 5日㈯
場所　雷電神社（板倉町大字板倉 2334）
問雷電神社☎ 0276-82-0007

栃木DC特別企画「SL本物の出会い栃木号」の運行

　栃木デスティネーションキャンペーン開催に合わせ、5月 19日㈯に両毛線の小山駅から足利
駅まで「SL本物の出会い栃木号」が運行されます。（試運転 4月 5日㈭・25日㈬、5月 9日㈬
を予定）
　SL運行に関して、排煙・汽笛などにより沿線の皆さまにご迷惑をおかけする場合がありますが、
ご理解ご協力をお願いします。

問ＪＲ東日本 大宮支社☎048-642-7401

【栃木県重点】
◇「子どもや高齢者に優しい 3S運動」の推進
◇「夜間走行中の原則ハイビーム」の徹底

【全国重点】
◇子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢者運転者の交通事故防止
◇自転車の安全利用の推進
◇全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
◇飲酒運転の根絶
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子
を
、
息

子
が
次
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　
父
（
要
作
）
は
何
を
思
っ
て
か
突
然
紙
を
買
わ

せ
、
筆
を
取
り
寄
せ
た
。
そ
し
て
ベ
ッ
ド
の
そ
ば

に
毛
布
を
敷
か
せ
、
紙
を
ひ
ろ
げ
さ
せ
た
。
そ
し

て
選
挙
へ
の
感
慨
を
、
墨
も
黒
々
、
生
き
生
き
と
、

漢
詩
４
首
で
書
き
付
け
た
の
で
あ
る
。
発
熱
し
て

い
る
体
に
も
関
わ
ら
ず
父
は
自
若
と
し
て
、
最
後

の
一
画
ま
で
腕
先
に
震
え
ひ
と
つ
見
せ
ず
に
書
き

終
わ
っ
た
。（
碓
井
要
作
追
悼
文
集
『
香
夢
録
』

よ
り
意
訳
）

　
こ
の
と
き
認し

た
た

め
ら
れ
た
漢
詩
の
内
容
は
、
選
挙

に
負
け
た
悔
し
さ
と
、
そ
れ
で
も
投
票
し
て
く
れ

た
支
援
者
が
い
た
こ
と
の
喜
び
を
表
現
し
た
も
の

で
し
た
。
こ
の
後
要
作
は
退
院
す
る
こ
と
な
く
、

人
生
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

　
蚕
種
家
や
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
る
要
作
で
す

が
、
一
方
で
幼
少
の
頃
よ
り
研け

ん
さ
ん鑽
を
重
ね
、
平
井

魯ろ
ど
う堂
ら
に
師
事
し
て
漢
学
や
漢
詩
へ
の
熱
意
を
持

ち
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
人
生
最
期
の
活
動

も
、
そ
の
容
体
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な

絶
筆
詩
の
揮き

ご
う毫
だ
っ
た
の
で
す
。
彼
の
才
能
は
誰

も
が
絶
賛
し
て
お
り
、
田
中
正
造
も
「
鬼き

し
ん神
を
も

泣
か
せ
る
」
詩
で
あ
る
と
賞
賛
し
て
い
ま
す
。

　
一
見
、
生
業
や
政
治
活
動
と
は
無
関
係
に
見
え

る
漢
詩
へ
の
情
熱
。
実
は
、
生
糸
恐
慌
に
ゆ
れ
た

家
業
で
の
苦
し
み
も
、
選
挙
戦
で
の
悲
運
も
、
度

重
な
る
洪
水
に
苦
し
む
郷
土
へ
の
思
い
で
さ
え

も
、
要
作
の
筆
に
絶
え
ず
哀あ

い
か
ん感
を
与
え
、
す
ば
ら

し
い
詩
を
生
む
糧か

て

と
な
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
碓

井
要
作
の
実
像
は
、
蚕
種
家
で
も
な
く
政
治
家
で

も
な
く
、
ま
さ
に
詩
人
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
要
作
に
関
す
る
資
料
や
漢
詩
作
品
を
、
現
在
開

催
中
の
博
物
館
企
画
展
『
碓
井
要
作
―
田
中
正
造

と
と
も
に
歩
ん
だ
蚕さ

ん
し
ゅ種
家
―
』（
～
５
／
27
㈰
）

で
展
示
し
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
ご
来
館

い
た
だ
き
、
要
作
の
情
熱
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

市
立
博
物
館
学
芸
員
　
尾
上
仁
美
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○185

詩
人

　碓う

す

い井
要よ

う

さ

く作

　
碓
井
要
作
は
明
治
時
代
に
下し

も
な
ま
い

生
井
村
で
生
ま
れ
、
蚕さ

ん
し
ゅ種

業

（
蚕か

い
こ

の
卵
の
生
産
販
売
）
を
営
ん
だ
人
物
で
す
。
栃
木
県
会
議

員
も
2
期
務
め
て
い
ま
す
。
要
作
の
名
を
有
名
に
し
た
の
は
、

郷
土
生な

ま
い井

の
水
害
に
危
機
感
を
持
ち
、
田
中
正
造
と
と
も
に

谷や
な
か中

村
民
に
寄
り
添
っ
て
廃
村
反
対
運
動
を
闘
っ
た
こ
と
で

し
た
。
そ
の
生
涯
は
順
風
満
帆
で
は
な
く
波
乱
に
と
ん
だ
も

の
で
し
た
が
、
要
作
は
す
べ
て
を
漢
詩
に
反
映
す
る
こ
と
で

人
生
の
悲
哀
を
昇し

ょ
う
か華

し
て
い
き
ま
す
。
要
作
の
実
像
は
、
誰

も
が
認
め
る
詩
人
だ
っ
た
の
で
す
。

碓井要作写真（市立博物館蔵）



４
月
天
体
観
望
会
「
し
し
座
を
み

つ
け
よ
う
」

日
時
　
４
／
14
㈯
19
時
～
20
時
半

会
場
　
生
井
公
民
館

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

当
日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館
駐

車
場
で
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時
　
４
／
21
㈯
９
時
開
始
（
８

時
半
開
会
式
）
※
小
雨
決
行
。
雨

天
時
中
止

場
所
　
下
生
井
堤
防
集
合

そ
の
他
　
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
等
は
用

意
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
８
６

「
日
本
交
響
楽
団
第
10
回
定
期
演

奏
会
」
設
立
５
周
年
記
念
演
奏
会

日
時
　
６
／
24
㈰
14
時
開
演

指
揮
　
髙
山
健
児
氏

曲
目
　
ス
メ
タ
ナ
：
連
作
交
響
詩

「
我
が
祖
国
」
全
曲
他

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
　
全
席
指
定
：
Ｓ
席

千
500
円
・
Ａ
席
千
円

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

ゆ
め
ま
ち
で
楽
し
む
お
は
な
し
会

「
お
は
な
し
び
っ
く
り
箱
」

日
時
　
４
／
17
㈫
10
時
半
～
11
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）
プ
レ
イ

ル
ー
ム

内
容
　
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居

対
象
　
未
就
学
児
（
要
保
護
者
同

伴
）
　
※
申
込
み
不
要
。
無
料

問
ゆ
め
ま
ち
☎
�
９
９
３
５

栃
木
県
立
博
物
館

①
第
120
回
企
画
展
と
ち
ぎ
の
技
・

匠
▽
４
／
28
㈯
～
６
／
17
㈰
▽
結

城
紬
を
は
じ
め
、
日
光
社
寺
文
化

財
保
存
会
の
「
建
造
物
漆
塗
」
な

ど
、
と
ち
ぎ
の
匠
の
技
を
紹
介
。

②
学
芸
員
の
と
っ
て
お
き
講
座

「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
結
城

紬
の
魅
力
を
探
る
」
▽
５
／
20
㈰

13
時
半
～
15
時
▽
要
申
込
み

問
同
館

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
）

派
遣
選
手
募
集

期
間
　
10
／
11
㈭
～
16
㈫

応
募
資
格
　
次
の
①
～
④
の
全
て

に
該
当
す
る
方

①
13
歳
以
上
の
身
体
・
知
的
障
害

者
、
②
県
内
在
住
・
通
学
・
通
所

し
て
い
る
、
③
昨
年
９
月
の
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し

た
、
④
強
化
練
習
会
等
（
５
回
）

に
参
加
で
き
る

競
技
　
陸
上
、
水
泳
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、
サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

（
身
体
）
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
知
的
）

申
込
み
　
４
／
17
㈫
～
５
／
22
㈫

に
福
祉
課
☎
�
９
６
２
４

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
２
８
・
６
２
４
・
２
７
６
１

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
7.5
㎞

日
時
　
５
／
６
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス
　
小
金
井
駅
（
西
口
）
集

合
→
愛
泉
幼
稚
園
→
御
使
者
橋

（
休
憩
）
→
国
分
尼
寺
→
天
平
の

丘
公
園(

休
憩
）
→
柴
橋
→
小
金

井
駅
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
（
当
日
）

☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

新
体
力
テ
ス
ト

①
高
齢
者
の
部

日
時
　
５
／
10
㈭
９
時
受
付

対
象
　
65
～
79
歳
の
市
内
在
住
者

内
容
　
日
常
生
活
活
動
ア
ン
ケ
ー

ト
・
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ

障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

②
青
年
の
部
　

日
時
　
５
／
27
㈰
９
時
受
付

対
象
　
20
～
64
歳
の
市
内
在
住
者

内
容
　
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長

座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
と
び

会
場
　
県
南
体
育
館
・
剣
道
場

参
加
料
　
無
料

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
参
加

申
込
み
　
①
高
齢
者
の
部
は
４
／

２
㈪
～
５
／
２
㈬
、
②
青
年
の
部

は
４
／
２
㈪
～
５
／
21
㈪
の
平
日

８
時
半
～
17
時
15
分
に
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

シ
ニ
ア
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
　
５
／
24
㈭
８
時
総
合
公
園

第
二
駐
車
場
集
合

コ
ー
ス
　
群
馬
県
碓
氷
峠
５
キ
ロ

定
員
　
市
内
在
住
・
在
勤
45
歳
以

上
の
健
康
な
方
・
先
着
70
人

参
加
費
　
４
千
500
円

申
込
み
　
４
／
16
㈪
～
20
㈮
の
平

日
８
時
半
～
17
時
15
分
に
参
加
費

を
添
え
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�

２
６
９
５

第
１
回
子
ど
も
水
泳
教
室

日
時
　
４
／
26
～
７
／
５
の
毎
週

木
曜
日
（
全
10
回
）
17
時
半
～
18

時
半

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
初

心
者
歓
迎
）
身
長
120
㎝
以
上

内
容
　
水
な
れ
か
ら
バ
タ
足
、
ク

ロ
ー
ル

定
員
　
40
人(

超
過
時
抽
選
）

参
加
料
　
３
千
200
円

申
込
み
　
４
／
19
㈭
17
時
～
17
時

半
に
参
加
料
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
☎
�
４
６
１
７

お
花
見
（
桜
）
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時
　
４
／
８
㈰
８
時
半
小
山
市

役
所
集
合

行
き
先
　
市
内
約
30
キ
ロ

参
加
費
　
500
円

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

※
事
前
申
込
み
不
要
。
当
日
受
付

問
小
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

吉
原
☎
�
６
１
２
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
初
心
者
講

習
会

日
時
　
４
／
17
㈫
９
時
～
正
午

会
場
　
小
山
総
合
公
園
内
ほ
た
る

の
館
・
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象
　
市
内
在
住
の
愛
好
者

参
加
料
　
500
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み
　
４
／
11
㈬
ま
で
の
平
日

10
時
～
17
時
に
市
体
育
協
会
事
務

局
（
県
立
温
水
プ
ー
ル
館
内
）

問
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・
青
柳

☎
０
９
０
・
４
０
０
０
・
８
１
２
７

夏
季
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
５
／
１
・
８
・
15
・
22
の

火
曜
日
（
計
４
回
）
10
時
～
正
午

定
員
　
市
内
在
住
者
・
先
着
10
人

参
加
料
　
千
円

申
込
み
　
４
／
３
㈫
～
25
㈬
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
料
を
添
え

て
市
体
育
協
会
事
務
局
（
県
立
温

水
プ
ー
ル
館
内
）

問
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
・
伊

澤
☎
�
７
８
０
３

春
の
女
性
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
５
／
７
㈪
～
６
／
１
㈮
の

月
・
金
曜
日
（
計
８
回
）
10
時
～

正
午

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

定
員
　
35
人
（
初
心
者
大
歓
迎
）

参
加
費
　
５
千
円

申
込
み
　
４
／
16
㈪
10
時
～
10
時

半
に
参
加
費
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
会
議
室

問
市
テ
ニ
ス
協
会
・
工
藤

☎
０
９
０
・
１
４
３
５
・
７
５
１
７

春
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
教
室

期
日
　
５
／
８
・
15
・
22
の
火
曜

日
（
計
３
回
）

場
所
　
小
山
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
場

定
員
　
市
内
在
住
者
20
人

参
加
料
　
千
円

申
込
み
　
５
／
２
㈬
ま
で
の
平
日

10
時
～
17
時
に
参
加
料
を
添
え
て

市
体
育
協
会
事
務
局
（
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
内
）

問
小
山
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
・
佐
藤
☎
�
２
８
９
０

弓
道
教
室

日
時
　
５
／
９
㈬
～
６
／
９
㈯
の

水
・
土
曜
日
（
計
10
回
）
。
水
曜

日
７
時
半
～
９
時
、
土
曜
日
10
時

～
11
時
半

会
場
　
市
営
弓
道
場
（
市
役
所
西

側
駐
車
場
）

定
員
　
市
在
住
・
在
勤
18
歳
以
上

10
人

参
加
費
　
千
円
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申
込
み
　
４
／
19
㈭
～
25
㈬
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
料
を
添
え

て
市
体
育
協
会
事
務
局
（
県
立
温

水
プ
ー
ル
館
内
）

問
市
弓
道
会
・
安
倍

☎
０
９
０
・
６
０
１
２
・
３
６
７
４

４
／
１
よ
り
お
ー
バ
ス
が
便
利
に
！

○
道
の
駅
線
ダ
イ
ヤ
改
正
、
い
ち

ご
の
里
、
中
地
区
へ
延
伸
！
さ
ら

に
、
栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
に
合
わ
せ

て
４
月
か
ら
６
月
の
土
・
日
・
祝

日
に
臨
時
便
を
５
便
運
行
。

○
思
川
駅
線
と
市
民
病
院
線
の
乗

り
継
ぎ
が
便
利
に
！
新
小
山
市
民

病
院
の
診
療
に
合
わ
せ
思
川
駅
線

の
ダ
イ
ヤ
を
見
直
し
。

○
思
川
駅
線
が
全
便
ベ
イ
シ
ア
小

山
店
に
乗
り
入
れ
！

○
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス

の
試
合
を
見
に
行
こ
う
！
小
山
運

動
公
園
で
の
試
合
開
催
日
に
城
東

中
久
喜
線
の
臨
時
便
を
運
動
公
園

ま
で
運
行
。

○
デ
マ
ン
ド
バ
ス
５
エ
リ
ア
内
の

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ミ
ニ
ス

ト
ッ
プ
が
主
要
施
設
に
！
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
コ
ン

ビ
ニ
で
住
民
票
を
は
じ
め
各
種
証

明
書
の
取
得
可
能
。

○
デ
マ
ン
ド
バ
ス
大
谷
中
南
部
・

間
々
田
東
部
エ
リ
ア
が
大
字
乙
女

の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
住
ま
い

の
方
も
利
用
可
能
に
！
運
行
時
間

も
８
時
か
ら
に
拡
大
。

問
都
市
計
画
課
☎
�
９
２
９
３

４
／
１
か
ら
『
小
山
市
防
災
ラ
ジ

オ
購
入
補
助
制
度
』
開
始

防
災
ラ
ジ
オ
　
災
害
発
生
時
等

に
、
市
が
お
や
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
放
送
『
お
ー
ラ
ジ
』
を
利
用

し
て
発
信
す
る
緊
急
放
送
を
、
自

動
的
に
起
動
し
て
受
信
す
る
こ
と

が
出
来
る
も
の（
全
６
局
受
信
可
）

購
入
先
　
テ
レ
ビ
小
山
放
送
㈱
窓

口補
助
　
市
内
在
住
の
75
歳
以
上
の

ひ
と
り
世
帯
の
方
を
対
象
に
、
購

入
金
額
の
75
％
を
補
助

問
消
防
本
部
危
機
管
理
課
☎
�

６
６
６
１

街
な
か
居
住
推
進
事
業
を
平
成
30

年
度
か
ら
５
年
間
延
長

①
街
な
か
中
高
層
共
同
住
宅
建
設

促
進
事
業
補
助
金

　
小
山
駅
西
地
区
に
基
準
に
適
合

し
た
中
高
層
共
同
住
宅
を
建
設
す

る
方
へ
の
補
助
金

②
街
な
か
土
地
活
用
促
進
奨
励
金

　
①
を
活
用
す
る
事
業
者
に
対

し
、
計
画
に
係
る
土
地
を
直
接
譲

渡
し
た
方
へ
の
奨
励
金

問
新
都
市
整
備
推
進
課
☎
�

０
３
３
３

国
民
年
金
関
係
の
届
出
・
申
請
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
開
始

　
国
民
年
金
へ
の
加
入
、
一
般
免

除
申
請
、
学
生
納
付
特
例
申
請
等

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
の
届
出
・
申

請
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
は
、
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は

今
年
度
の
保
険
料
が
全
額
猶
予
さ

れ
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
出
張

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
市
内
在
住
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
、
学
用
品

費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。
世
帯
構
成
、
生
活
・
所
得

状
況
な
ど
を
審
査
し
認
定
し
ま

す
。

申
請
先
　
通
学
す
る
学
校

問
教
育
総
務
課
☎
�
９
６
９
０

自
死
遺
族
の
会

　
大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た･･･

そ
の
想
い
を
わ
か
ち

あ
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
４
／
17
㈫
14
時
か
ら
（
毎

偶
数
月
第
３
火
曜
日
）

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

平
成
30
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
の

実
施

　
県
内
15
地
区
を
対
象
と
し
て
６

月
と
７
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
栃

木
県
知
事
の
発
行
す
る
身
分
証
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
、
対
象
地
区

の
お
宅
に
直
接
、
調
査
に
伺
い
ま

す
。
電
話
等
で
調
査
内
容
を
お
聞

き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
調
査
地
区
は
本
市
の
一
部
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
健
康
増
進
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
０
９
４

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　
同
委
員
会
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
利
用
者
や
家
族
等
か
ら

の
苦
情
や
相
談
を
適
切
に
解
決
す

る
た
め
、
助
言
・
相
談
・
調
査
・

あ
っ
せ
ん
・
知
事
へ
の
通
知
等
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
電
話
、
来

所
、
文
書
、
メ
ー
ル
で
受
付
け
て

い
ま
す
。

問
同
委
員
会

☎
０
２
８
・
６
２
２
・
２
９
４
１

平
成
30
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
」
の

保
険
料
率

　
中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の

家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

「
協
会
け
ん
ぽ
」
栃
木
支
部
の
保

険
料
率
は
９
．
９
２
％
へ
引
き

下
げ
、
介
護
保
険
料
率
は
１
．

５
７
％
へ
引
下
げ
に
な
り
ま
す
。

変
更
時
期
は
平
成
30
年
４
月
納
付

分
か
ら
で
す
。

問
同
協
会

☎
０
２
８
・
６
１
６
・
１
６
９
２

洗
濯
機
安
全
啓
発

　
脱
水
槽
が
停
止
す
る
前
に
、
洗

濯
物
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
、
衣

類
が
指
に
か
ら
ま
り
、
切
断
す
る

事
故
や
、
ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾
燥
機

に
お
子
さ
ま
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て

窒
息
し
た
り
、
や
け
ど
や
感
電
、

け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
し
て
、
安
全
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
（
一
社
）
日
本
電
機
工
業
会

☎
０
３
・
３
５
５
６
・
５
８
８
７

料
理
教
室

①
子
育
て
応
援
！
料
理
教
室
（
幼

児
～
小
学
生
を
子
育
て
中
の
方
）

■
Ａ
コ
ー
ス
（
月
曜
日
）

　
４
／
23
、
５
／
21
、
６
／
18
、

７
／
２
、
９
／
10

■
Ｂ
コ
ー
ス
（
火
曜
日
）

　
４
／
24
、
５
／
22
、
６
／
19
、

７
／
３
、
９
／
11

②
お
や
ま
料
理
教
室
（
火
曜
日
・

市
内
在
住
者
）

　
４
／
17
、
５
／
15
、
６
／
12
、

７
／
17
、
９
／
18

時
間
　
10
時
半
～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川

定
員
　
抽
選
で
各
コ
ー
ス
20
人

参
加
費
　
３
千
円
（
５
回
分
）

※
①
の
託
児
は
プ
ラ
ス
千
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

申
込
み
　
４
／
９
㈪
正
午
ま
で
に

農
政
課
☎
�
９
２
５
７

市
民
農
園
体
験
農
園（

春
夏
野
菜
）

日
時
　
４
／
22
㈰
９
時
か
ら

場
所
　
市
民
農
園
体
験
農
園
（
道

の
駅
思
川
南
側
）

内
容
　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
枝
豆
等

の
種
ま
き
・
定
植
体
験

参
加
費
　
２
千
円

定
員
　
先
着
50
人

申
込
み
　
４
／
18
㈬
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

市
民
農
園
体
験
水
田

（
田
植
え
体
験
）

日
時
　
５
／
13
㈰
10
時
受
付

場
所
　
市
民
農
園
体
験
水
田
（
道

の
駅
思
川
南
側
）

内
容
　
手
植
え
に
よ
る
田
植
え
体

験
（
秋
に
稲
刈
り
体
験
）

参
加
費
　
大
人
３
千
円
、
小
学
生

千
500
円
（
秋
の
稲
刈
り
参
加
費
込
）

定
員
　
先
着
40
人

申
込
み
　
５
／
２
㈬
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

お
知
ら
せ

募

集



ガ
イ
ド
と
行
く
渡
良
瀬
遊
水
地
　

「
春
と
秋
の
植
物
観
察
」

日
時
　
第
１
回
５
／
11
㈮
、
第
２

回
９
／
14
㈮
９
時
～
正
午

場
所
　
生
井
公
民
館
・
渡
良
瀬
遊

水
地
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
）

定
員
　
先
着
20
人

内
容
　
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
湿
地

の
貴
重
な
植
物
を
観
察

※
１
日
の
み
の
参
加
も
可

申
込
み
　
４
／
27
㈮
ま
で
に
生
井

公
民
館
☎
�
４
０
０
４

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

日
時
　
５
／
９
㈬
９
時
～
16
時
半

会
場
　
県
南
体
育
館
研
修
室

対
象
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
受
験
予
定
者

※
受
講
料
等
要
す

申
込
み
　
４
／
２
㈪
～
５
／
７
㈪

の
平
日
８
時
半
～
17
時
に
申
込

書
等
を
消
防
本
部
予
防
課
☎
�

６
６
５
８

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類
　
甲
種
・
乙
種
（
第
１

～
６
類
）
・
丙
種

試
験
日
　
６
／
３
㈰

会
場
　
白
鷗
大
学
本
キ
ャ
ン
パ
ス

申
込
み
　
４
／
２
㈪
～
13
㈮
の
平

日
８
時
半
～
17
時
に
願
書
等
を
消

防
本
部
予
防
課
☎
�
６
６
５
８

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日
時
　
５
／
12
㈯
９
時
～
正
午

（
受
付
８
時
半
か
ら
）

会
場
　
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

定
員
　
先
着
30
人

※
受
講
料
無
料
。
動
き
や
す
い
服
装

申
込
み
　
４
／
15
㈰
～
30
㈪
に
消

防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署

保
育
士
再
就
職
支
援
研
修

日
時
　
（
講
話
）
５
／
29
㈫
・
30

㈬
・
31
㈭
10
時
～
正
午
、
（
実
習
）

６
／
４
㈪
・
５
㈫
10
時
～
13
時

会
場
　
（
講
話
）
保
健
・
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室
、(

実
習)

や
は
た
保
育
所

対
象
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る

方
、
幼
稚
園
教
諭
も
し
く
は
小
学

校
教
諭
ま
た
は
養
護
教
諭
の
普
通

免
許
を
有
す
る
方

申
込
み
　
５
／
28
㈪
ま
で
に
こ
ど

も
課
へ
電
話
☎
�
９
６
４
９
ま
た

は
FAX
�
９
６
７
０
で
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・
託
児
希

望
の
有
無
（
有
の
場
合
は
こ
ど
も

の
氏
名
・
年
齢
）
を
連
絡

と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾

２
０
１
８

研
修
期
間
　
７
／
７
㈯
～
10
／
27

㈯
の
６
日
間

会
場
　
パ
ル
テ
ィ
・
と
ち
ぎ
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮

市
）
ほ
か

対
象
　
①
各
種
審
議
会
や
地
域
活

動
等
に
参
画
す
る
意
欲
の
あ
る
女

性
、
②
自
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
た

い
と
考
え
て
い
る
女
性

定
員
　
20
人
程
度
（
６
月
中
に
と

ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に

て
選
考
・
決
定
）

※
一
時
保
育
あ
り
。
一
人
１
回
200
円

（
満
６
カ
月
か
ら
就
学
前
の
子
）

研
修
費
　
無
料

申
込
み
　
６
／
８
㈮
ま
で
に
申

込
書
を
男
女
共
同
参
画
課
☎
�

８
０
７
８

日
本
女
性
会
議
参
加
者

　
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
る

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
内
最

大
級
の
イ
ベ
ン
ト
「
日
本
女
性
会

議
」
へ
参
加
い
た
だ
け
る
市
民
の

方
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
日
　
10
／
12
㈮
～
14
㈰

募
集
　
３
人
（
選
考
に
よ
り
決

定
）

要
件
　
次
の
①
～
③
の
全
て
の
要

件
を
満
た
す
方

①
小
山
市
民
、
②
市
の
男
女
共
同

参
画
に
関
心
が
あ
る
方
、
③
小
山

市
男
女
共
同
参
画
推
進
員
等
と
し

て
活
動
で
き
る
方

※
参
加
に
係
る
費
用
の
一
部
を
負

担
し
ま
す

申
込
み
　
５
／
25
㈮
ま
で
に
申

請
書
を
男
女
共
同
参
画
課
☎
�

８
０
７
８

思
川
の
野
草
を
食
べ
る
会

日
時
　
４
／
14
㈯
10
時
～
14
時

会
場
　
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
マ
ル
ベ
リ
ー
館
）
料
理
実
習
室

定
員
　
先
着
10
人

申
込
み
　
　
思
川
に
思
い
を
は
せ

る
会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推
進

課
）
☎
�
９
８
７
８

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教

室①
４
／
14
㈯
・
５
／
12
㈯
、
間
々

田
紐
の
く
み
ひ
も
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
・
ス
ト
ラ
ッ
プ

②
４
／
21
㈯
、
麻
ひ
も
コ
サ
ー

ジ
ュ
作
り

③
４
／
25
㈬
、
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
ふ

く
ろ
う

④
４
／
30
㈪
・
５
／
６
㈰
、
デ
ィ

ン
プ
ル
ア
ー
ト
で
作
る
小
物
作
り

⑤
５
／
３
㈭
、
御
朱
印
帳
作
り

⑥
５
／
19
㈯
、
結
城
紬
を
使
っ
た

コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り

時
間
　
13
時
半
～
16
時
（
③
は
10

時
半
～
12
時
半
）

参
加
料
　
①
小
学
生
600
円
、
大
人

千
円
、
②
700
円
、
③
・
④
500
円
、

⑤
・
⑥
千
円

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

申
込
み
　
４
／
４
㈬
か
ら
同
館
☎

�
６
４
７
７

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座
・
イ
ベ

ン
ト

①
ク
ラ
フ
ト
「
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー

つ
く
り
」

日
時
　
５
／
29
㈫
13
時
半
～
15
時

半講
師
　
田
仲
陽
子
氏

定
員
　
20
人

受
講
料
　
千
500
円

②
ク
ラ
フ
ト
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教

室
」
ト
ー
ト
バ
ッ
グ

日
時
　
５
／
９
㈬
・
16
㈬
・
23

㈬
・
30
㈬
、
６
／
１
㈮
（
計
５

回
）
10
時
～
11
時
半

講
師
　
竹
澤
庸
子
氏

定
員
　
20
人

受
講
料
　
４
千
200
円

③
ケ
ー
ナ
奏
者
Ｒ
ｅ
ｎ
コ
ン
サ
ー

ト日
時
　
６
／
２
㈯
14
時
～
15
時
45

分曲
　
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
、

コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
、
日
本
・
南

米
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
等

定
員
　
120
人

入
場
料
　
２
千
円
（
当
日
２
千
500
円
）

申
込
み
　
４
／
６
㈮
10
時
か
ら
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

小
野
塚
イ
ツ
子
記
念
青
少
年
健
全

育
成
活
動
事
業
（
事
業
募
集
）
　

故
小
野
塚
イ
ツ
子
さ
ん
の
遺
志
を

も
と
に
創
設
さ
れ
た
基
金
を
活
用

し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
に
夢
と

希
望
を
与
え
る
人
材
育
成
事
業
や

健
全
育
成
事
業
に
対
し
、
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
で
き
る
方
　
市
内
在
住
の
個

人
や
市
内
で
青
少
年
健
全
育
成
活

動
を
行
う
団
体
な
ど

※
別
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
活
動

や
政
治
・
宗
教
・
営
利
に
結
び
つ

く
事
業
は
除
く

申
込
み
　
４
／
13
㈮
～
５
／
25
㈮

に
生
涯
学
習
課
☎
�
９
６
７
１

「
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ
ゆ
み
ず
た
ん

ぼ
」
オ
ー
ナ
ー
制
（
オ
ー
ナ
ー
募

集
）

募
集
　
６
区
画
（
多
数
時
抽
選
）

年
会
費
　
１
区
画
（
約
100
㎡
、
４

～
５
人
で
の
作
業
に
適
し
て
い
ま

す
）
１
万
８
千
円

内
容
　
（
５
月
下
旬
）
田
植
え
、

（
７
月
中
旬
）
除
草
作
業
・
生
き

物
調
査
、
（
９
月
下
旬
）
稲
刈

り
・
収
穫
祭

場
所
　
小
山
市
鏡
４
５
５
番
地

※
１
区
画
当
た
り
20
㎏
の
ふ
ゆ
み

ず
た
ん
ぼ
米
を
提
供
し
ま
す

申
込
み
　
４
／
27
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
８
０
７

市
民
便
利
帳
に
掲
載
す
る
広
告

　
市
役
所
の
業
務
や
手
続
き
、
事

業
を
ま
と
め
た
「
わ
た
し
の
市
民

便
利
帳
」
２
０
１
８
年
版
を
㈱
ゼ

ン
リ
ン
と
官
民
協
働
事
業
で
発
行

し
ま
す
。
紙
面
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集
す
る
た
め
、
営
業
担
当
者

が
市
内
の
事
業
所
や
店
舗
を
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
広
告
掲
載
▽
㈱
ゼ
ン
リ
ン
☎
　

０
２
８
・
６
３
５
・
７
８
３
３
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市
民
便
利
帳
▽
市
民
生
活
課
☎
�

９
２
８
７

小
山
市
民
キ
ャ
ン
プ
場

開
設
期
間
　
４
／
25
㈬
～
10
／
31

㈬場
所
　
涸
沼
自
然
公
園
内
（
茨
城

県
茨
城
町
中
石
崎
２
２
６
３
）

料
金
　
１
泊
テ
ン
ト
１
張
千
円
・

入
園
大
人
100
円
・
子
ど
も
（
５
～

15
歳
）
50
円

申
込
み
　
４
／
13
㈮
～
10
／
30

㈫
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�

０
０
２
１

交
通
安
全
教
室

　
市
で
は
幼
稚
園
、
保
育
所
、
学

校
、
自
治
会
、
老
人
会
等
の
団
体

が
主
催
す
る
交
通
安
全
教
室
に
交

通
教
育
指
導
員
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。

実
施
日
時
　
平
日
・
９
時
半
～
15

時
（
１
教
室
90
分
程
度
）

内
容
　
交
通
安
全
講
話
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
、
実
技
等

※
会
場
、
準
備
等
は
主
催
者
が

行
っ
て
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
　
生
活
安
心
課
☎
�

９
２
８
３

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

表
彰
区
分
　
40
年
、
30
年
、
20
年

表
彰
予
定
日
　
10
／
23
㈫

受
賞
資
格
　
①
平
成
25
年
４
／
１

～
平
成
30
年
３
／
31
に
無
事
故
・

無
違
反
（
違
反
点
数
３
点
以
内
は

除
く
）
②
過
去
に
緑
十
字
銅
賞
以

上
の
交
通
表
彰
を
受
け
て
い
な
い

③
交
通
法
令
以
外
の
他
の
法
令
に

違
反
し
た
こ
と
が
な
い

申
込
み
　
４
／
25
㈬
～
５
／
18
㈮

に
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
☎
�

６
６
１
５

海
浜
の
旬
・
メ
ロ
ン

日
程
　
①
６
／
２
㈯
～
３
㈰
②
６

／
16
㈯
～
17
㈰
（
１
泊
２
日
）

内
容
　
メ
ロ
ン
狩
り
、
塩
づ
く

り
、
砂
浜
遊
び
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク

等募
集
　
県
民
・
各
約
200
人

参
加
費
　
３
歳
未
満
300
円
～
大
人

６
千
800
円

申
込
み
　
①
４
／
30
㈪
ま
で
、
②

５
／
14
㈪
ま
で
に
と
ち
ぎ
海
浜
自

然
の
家
☎
０
２
９
１
�
４
０
０
４

平
成
30
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試

験第
一
次
試
験
日
　
６
／
10
㈰

申
込
み
　
４
／
11
㈬
ま
で
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp://w
w

w
.

jin
ji-sh

ik
en.g

o.jp/ju
k

en.
htm

l

問
人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３
・
３
５
８
１
・
５
３
１
１

国
家
公
務
員
採
用
試
験

■
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
、
大
卒

程
度
）

受
付
期
間
　
４
／
９
㈪
ま
で

第
１
次
試
験
日
　
４
／
29
㈰

■
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

受
付
期
間
　
４
／
６
㈮
～
18
㈬

第
１
次
試
験
日
　
６
／
17
㈰

■
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
、
社
会

人
（
係
員
級
）
）

受
付
期
間
　
６
／
18
㈪
～
27
㈬

第
１
次
試
験
日
　
９
／
２
㈰

申
込
み
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji.g
o

.jp
/

saiyo/saiyo.htm

問
人
事
院
関
東
事
務
局

☎
０
４
８
・
７
４
０
・
２
０
０
６

～
８

コース名 日時・受講料・定員

PLC ラダープログラミングの定石 5/8.15.22･9:10～15:50･9,600円
･10人

実践機械設計技術（2 次元設計：Auto 
CAD）

5/12.19･9:00～17:10･9,700円
･15人

仕事と人を動かす現場監督者の育成 5/16.17･9:30～16:10･9,000円
･20人

建築構造設計実践技術 5/16.23･9:00～17:30･7,900円
･10人

旋盤実践応用技術（ねじ切り加工編） 5/31、6/7.14･9:30～16:10
･14,200円･10人

関東職業能力開発大学校セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733

第
14
回
え
い
ぶ
る
の
里
ま
つ
り

４
／
14
㈯
10
時
～
13
時
半
▼
え
い
ぶ

る
の
里
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
自

社
製
品
（
パ
ン
・
焼
き
菓
子
・
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
等
）
・
や
き
そ
ば
・
野

菜
等
の
販
売
▼
問
☎
�
４
５
６
１

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・
フ
ァ
イ
ル
の
整
理

の
仕
方
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
の
使
い
方

４
／
23
㈪
10
時
～
正
午
▼
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
▼
先
着
15
人
▼
無
料
▼
パ

ソ
コ
ン
持
込
可
・
貸
出
可
▼
主
催
：

小
山
市
IT
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▼
申
込

み
：
同
セ
ン
タ
ー
☎
⒇
５
５
６
２

空
手
見
学
体
験
／
会
員
募
集

活
動
日
：
水
曜
日
18
時
半
～
20
時

半
（
神
鳥
谷
地
区
）
／
土
曜
日
17

時
半
～
19
時
（
小
山
第
三
小
学
校

体
育
館
）
、
19
時
半
～
21
時
半

（
大
谷
中
学
校
武
道
場
）
／
日

曜
日
10
時
～
正
午
（
小
山
城
南

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）
、
14
時

半
～
16
時
半
（
桑
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
）
問
一
友
会
・
村
松
☎

０
９
０
・
７
４
０
１
・
４
８
５
５

リ
コ
ー
ダ
ー
無
料
体
験
＆

　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

４
／
４
㈬
・
７
㈯
10
時
半
▼
小
山
城

南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
ま
ち
▼

無
料
▼
小
３
年
生
以
上
▼
ソ
プ
ラ
ノ

リ
コ
ー
ダ
ー
持
参
（
貸
出
あ
り
）
▼

リ
コ
ー
ダ
ー
吹
き
く
ら
べ
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
体
験
、
コ
ン
サ
ー
ト
「
春
の

海
」
他
▼
初
心
者
歓
迎
▼
問
飯
田
☎

０
９
０
・
２
４
８
６
・
６
４
４
１

無
料
絵
画
講
習
会

４
／
15
㈰
・
29
㈰
９
時
～
正
午
▼

小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ

め
ま
ち
▼
画
材
自
由
。
絵
画
の

基
礎
講
座
後
、
静
物
制
作
▼
講

師
：
五
月
女
政
巳
（
白
日
会
会

員
）
▼
初
心
者
歓
迎
▼
問
西
村
☎

０
９
０
・
３
０
６
９
・
５
５
３
８

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
小
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
構
内
一
般
開
放

４
／
21
㈯
～
22
㈰
10
時
～
16
時
▼
所

在
：
小
山
市
大
字
神
鳥
谷
１
８
２
８

番
地
▼
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ
や
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
等
が
美
し
く
咲
き
乱
れ
る
庭
園
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
設
備
見
学
、
ド

ロ
ー
ン
空
撮
・
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
等

あ
り
問
☎
�
５
２
５
２

食
育
体
験
活
動
（
な
し
作
り
）
４
月

（
受
粉
体
験
）
と
野
外
炊
飯
体
験

４
／
21
㈯
～
22
㈰
（
１
泊
２
日
）
宇

都
宮
駅
の
場
合
11
時
半
集
合
▼
小
学

２
年
生
～
中
学
３
年
生
20
人
▼
行
先

（
宿
泊
）
芳
賀
町
▼
宇
都
宮
駅
の

場
合
５
千
円
▼
４
／
11
㈬
ま
で
に

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

語
り
っ
ぺ
と
歩
こ
う
！
世
界
遺
産
熊

野
古
道
・
神
話
の
郷
出
会
い
旅
＆
野

宿
体
験

５
／
３
㈭
～
６
㈰
（
３
泊
４
日
）

▼
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生
20

人
▼
東
京
駅
発
の
場
合
、
小
学
生

８
万
９
千
円
、
中
学
生
10
万
３
千

円
▼
４
／
10
㈫
ま
で
に
（
公

財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み

海
外
研
修
交
流
事
業

７
／
26
㈭
～
８
／
16
㈭
（
８
～
18

日
間
）
▼
小
学
生
～
高
校
生
▼

24
万
８
千
～
59
万
円
▼
サ
イ
パ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
▼
期
間
・
対
象
・

参
加
費
は
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
▼

５
／
22
㈫
ま
た
は
６
／
８
㈮
ま
で
に

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
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4月の行政テレビ　　問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは

上旬
■国史跡琵琶塚古墳・摩利支天塚古墳拠
点施設開館／生涯学習課　■証明書コン
ビニ交付について／市民課　等

中旬
■幼稚園・認定こども園子育て支援事業
／こども課　■第 16 回おやまブランド
まつり／商業観光課　等

下旬
■ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作
戦＆ガイド協会紹介／渡良瀬遊水地ラム
サール推進課　等

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ＜デジタル101ch＞

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く

だ
さ
い

本紙 3 月号の P28「すくすく写真館」に誤りがありました。
お詫びするとともに、訂正いたします。（誤）佐藤　美紗ちゃん→（正）佐藤　光紗ちゃん



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

広報小山 2018.4月号　24

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　5月22日㈫
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　①9:00～ ②9:30～

③10:00～ ④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　4月17日㈫から
　　　　☎22―9527

乳児健診
＊平成30年1月・2月生まれの乳児対象

期　日 会　場
6月6日㈬、28日㈭
7月4日㈬、19日㈭ 保健・福祉センター

6月21日㈭
7月25日㈬

健康医療介護
総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22―9527

1歳6か月児健診
＊平成28年11月・12月生まれの幼児対象

期　日 会　場
6月13日㈬、20日㈬
7月3日㈫、26日㈭ 保健・福祉センター

6月26日㈫
7月18日㈬

健康医療介護
総合支援センター

受　付　13:00 ～ 14:00
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22―9527

2歳児歯科健診（全地区）
＊平成28年6月・7月生まれの幼児対象
期　日　6月7日㈭・20日㈬
　　　　7月5日㈭・11日㈬
受　付　①9:15～9:45
　　　　②10:15～10:45
※受付時間は前もって割り振らせてい
ただきますので通知をご確認ください
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22―9527

3歳児健診（全地区）
＊平成27年3月・4月生まれの幼児対象
期　日　6月7日㈭・14日㈭・27日㈬
　　　　7月5日㈭・11日㈬・24日㈫
受　付　13:00 ～ 14:00
会　場　保健・福祉センター
持ち物　 母子健康手帳、問診票
問☎22―9527

離乳食教室（要申込）
日　時　5月9日㈬9:30～11:30
会　場　保健・福祉センター
定　員　生後7、8か月頃の児と
　　　　その保護者・先着20組
内　容　栄養士・歯科衛生士講話、 
　　　　調理デモ見学・試食など
参加料　100円（材料代）
申込み　4月9日㈪8:30から
　　　　☎22―9527

よい歯のコンクール参加者募集
3歳児の部　平成29年4月1日～平
成30年3月31日に 3歳児健診を受
け、むし歯がなく健康な幼児
親と子の部　上記の幼児とその親
※3歳児の部・親と子の部の両方に
応募することはできません
申込み　所定の用紙に記入し 4月
27日㈮までに健康増進課へ
問☎22―9527

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成
30年度健康のしおり」内の検診申込み書
からお申込みください。折り返し「集団
健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ（問診
票）、②受診券（基本健診受診者のみ）、
③健康保険証、④その他指定されたもの
問☎22―9522・9523

5月の集団検診（要申込）＊12・1・2月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮・乳

1 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 健康医療介護総合支援センター
7 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター
9 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

11 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
15 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター

18 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
14:00 ～ 15:30 × × × × ○ × ＊ 保健・福祉センター

24 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター
25 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
26 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
28 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 健康医療介護総合支援センター
30 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 大谷公民館

❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、
検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性
市民が対象です。希望者は年齢確認できるも
のを持参し、各会場へ直接お越しください。

マシンを使った高齢者筋力向上トレー
ニング「金曜コース」（要申込）
会　場　保健センター分室（花垣町）
対　象　65歳以上の介護保険を受
　　　　けていない方、医師からの
　　　　運動制限がなく市が定める
　　　　禁止基準に該当しない方
費　用　1,500円
回　数　1コース12回（週1回、3カ月）
時　間　9:30～16:00の間で自由に
　　　　利用
※初回オリエンテーション定員
　1日6人まで
申込み　地域包括ケア推進課
　　　　☎22―9616・9647

メタボリックシンドローム対策事業～か
らだスッキリ！運動教室～（無料・要申込）
　手軽なトレーニングを体験しましょう！
日　時　4月19日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　運動制限のない40歳以上の市民
持ち物　筆記用具、室内運動靴、
　　　　飲み物、スポーツタオル、
　　　　ヨガマット（お持ちの方）
申込み　☎22―9607

看護師就業奨励金の募集
対象　看護師養成機関に在学し、卒
業後正看護師として、奨励金交付期
間に相当する期間以上、市内医療機
関に就業することが確実な者
交付額　自宅通学者3万円/月
　　　　自宅外通学者5万円/月
申込期間　4月2日㈪～ 5月10日㈭
※土日祝日を除く 8:30 ～ 17:15
申込み　申請書に添付書類を添え
て健康医療介護総合支援センター
内「地域医療推進室」へ直接
※申請書類等の詳細は市ホームペ
ージをご覧ください
問地域医療推進室☎27―0500

9か月児健康相談
＊平成29年8月・9月生まれの乳児対象

期　日 会　場
6月6日㈬、28日㈭
7月4日㈬ 保健・福祉センター

6月21日㈭
7月25日㈬

健康医療介護
総合支援センター

受　付　9:30 ～ 10:15
持ち物　母子健康手帳、問診票
問☎22―9527
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▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251―7（健康医療介
　　　 護総合支援センター内）
☎39―8880・FAX39―8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください
▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251―7（健康医療介
護総合支援センター内 )
☎39―8881・FAX39―8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末
年始（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急
患歯科診療所の南側に夜間休日対応
の院外薬局（3薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00

日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

5 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2―4―3 ☎44―7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1―15―4 ☎53―1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31―1331
④ 杉村病院 小山市城山町2―7―18 ☎25―5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45―7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320―2 ☎0280―57―1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27―0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
6 7 8 9 10 11 12

④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
13 14 15 16 17 18 19
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
20 21 22 23 24 25 26
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
27 28 29 30 31
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤

　母子健康手帳でお子さんの予防接種歴を確認しましょう。まだお済みでない予防接種がある場合は、小山
市委託医療機関で接種を受けてください。事前に医療機関にご連絡のうえ、予防接種の通知または小山市に
住所があることを証明するもの（保険証等）と、母子健康手帳をお持ちください。
　医療機関によってはワクチンが不足している場合がありますので、ご注意ください。

問健康増進課☎22―9524予防接種はお済みですか？

ワクチン名（種類） 助成対象期間

定
期
接
種

小児用肺炎球菌 不活化 生後2カ月から 60カ月（5歳）に
至るまで

Hib（ヒブ） 不活化 生後2カ月から 60カ月（5歳）に
至るまで

B型肝炎 不活化
定期：2カ月～１歳未満
任意：1歳～2歳未満（1回3,000
円の助成）

ポリオ（IPV）
（急性灰白髄炎） 不活化 生後3カ月から 90カ月（7歳6

カ月）に至るまで
三種混合（DPT）

（ジフテリア・百日咳・
破傷風）

不活化 生後3カ月から 90カ月（7歳6
カ月）に至るまで

四種混合（DPT–IPV)
（ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ）

不活化 生後3カ月から 90カ月（7歳6
カ月）に至るまで

任
意
接
種

ロタウイル
ス

ロタリックス 生 生後6週から
1回7,000円の助成（2回まで）ロタテック 生

おたふくかぜ 生 1歳以上2歳未満
1回3,000円の助成

ワクチン名（種類） 助成対象期間

定
期
接
種

BCG（結核） 生 12カ月（1歳）に至るまで

麻しん風しん混合
（MR) 生

1期：1歳～ 2歳に至るまで
2期：就学前1年間（4/1 ～
3/31）

みずぼうそう（水痘） 生
1歳～ 3歳に至るまで
※水痘にかかったことのある
場合対象外

日本脳炎 不活化

1期初回：生後6カ月から 90カ
月（7歳6カ月）に至るまで
1期追加：生後6カ月から 90カ
月（7歳6カ月）に至るまで
2期：9歳以上13歳未満

二種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 不活化 11歳以上13歳未満

子 宮 頸 が
ん

サーバリックス 不活化 中学生（1 ～ 3年）
（4/1 ～ 3/31）ガーダシル 不活化

※母子健康手帳には、お子さんの健康状態や予防接
種の履歴が記載してありますので、今後も大切に保
管しましょう

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、
けいれんなど病院に行くか判断に困ったら

とちぎ子ども救急電話相談　#8000
月～土18:00 ～翌朝8:00　日・祝日8:00 ～翌朝8:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028–600–0099

救急車を呼ぶ？病院に行く？
迷ったときは（概ね15歳以上）

とちぎ救急医療電話相談　#7111
毎日18:00 ～ 22:00

※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028–623–3344



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 20㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 25㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
 8･22㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 10㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 12㈯10:00〜12:00
16㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 9㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 8･22㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 10㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 16･23㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 1㈫  9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 20㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制 28㈪13:00〜16:00 納税相談室　納税課☎22–9444

人権相談 11㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

16㈬ 9:30〜11:30
19㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

5㈯14:00〜16:00
23㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

5㈯14:00〜16:00
23㈬ 9:30〜11:30 場所：間々田出張所

9㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
16㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 8㈫14:00〜15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   1･15･29㈫
10:00〜15:00

   8･22㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
1･15･29㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制  8㈫13:00〜15:00 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 28㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア
相談予約制

 5･19㈯
13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談 5

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

7･14･21･28㈪ 16:25〜17:05（40分間）
17:15〜17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
受付中　　　　　　時間9:00〜16:30
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図書館つうしん（5月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
としょかんこどもまつり
おはなし会 2 ㈬ 15:30

おはなしメロディ 6 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
( 間々田分館 ) 8 ㈫ 15:30

おはなしこんにちは 9 ㈬ 10:30
おやま分館ピッコロおは
なし会(小山分館) 11 ㈮ 11:00

おはなしウェンディ0・1・2 16 ㈬ 11:00
おこれんのおはなし会 20 ㈰ 14:00
はなしのこべやおはなしかい 27 ㈰ 14:00

日　時 会　場

8 ㈫ 10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

9 ㈬
10:10 〜 10:40 もみじ保育所
12:55 〜 13:45 豊田南小学校

10 ㈭
10:10 〜 10:40 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

11 ㈮
10:10 〜 10:40 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

15 ㈫
10:10 〜 10:40 中久喜保育所
13:00 〜 13:50 間々田東小学校

16 ㈬
  9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

17 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
12:50 〜 13:30 下生井小学校

18 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

23 ㈬
10:10 〜 10:40 絹保育所
12:40 〜 13:30 豊田北小学校

24 ㈭
  9:50 〜 10:20 穂積小学校
12:40 〜 13:20 羽川小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 5 月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　1㈫・7㈪・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　1㈫・3㈭・4㈮・5㈯・7㈪・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　1㈫・3㈭・4㈮・5㈯・7㈪・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　1㈫・3㈭・4㈮・5㈯・7㈪・14㈪・21㈪・24㈭・28㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館から
の借用資料は、破損の恐れがありますのでポ
ストへの返却はご遠慮ください
●「子ども司書養成セミナー」受講者募集　　　　問中央図書館☎21–0751
8講座以上受講し、指定する課題を提出した受講者に「子ども司書認定証」を授与。
日時　5/20、6/3・17、7/1・15、8/5・19、9/2、10/7・21（いずれも㈰・全10回）9:30
〜11:30　会場　中央図書館　対象　市内在住の小学校および義務教育学校5・6年生、
先着16人　申込み　5/10㈭までに中央図書館児童サービスデスクへ直接または電話
●こどもの読書週間（4/23 ～ 5/12）イベント

「としょかんこども会おはなし会」（申込み不要）
日時　5/2㈬15:30 〜　会場　中央図書館児童開架室　おはなしコーナー



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長
■5月は軽自動車税の納期月で
す。納期限は5月31日㈭です。
■5月の日曜納税相談窓口は5月
27日㈰8:30～17:15です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日
（祝日除く）19:00までの納税窓
口延長もご利用ください。
問納税課☎22–9442

日

　時

5月6日㈰・12日㈯・13日㈰・
19日㈯・20日㈰・
26日㈯・27日㈰
各8:30 ～ 17:15

毎週火・木曜日19:00まで
延長します※取扱い業務に
ついてはお問合せください
問市民課☎22–9402

祝日の届出（死亡・出生・
婚姻等）は、本庁舎北側
入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場
合は、宿直室☎22–9420
へご連絡ください。

場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650　
※小山城南出張所は月曜定休
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5月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、2月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

第 70 回企画展「碓井要作ー田中正造ととも
に歩んだ蚕種家ー」（～ 5 月 27 日㈰）　 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45–5331

鯉のぼりの群雄（～ 6 日㈰） 小山総合公園 （一社）小山市観光協会
☎30-4772

1 日 ㈫

2 日 ㈬
「自然を愛した小山の偉人　没後 50 年　古川
龍生木版画展」（～ 6/3 ㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968

としょかんこども会おはなし会 15:30 ～ 中央図書館 同館☎21-0751
3 日 ㈭ 憲法記念日
4 日 ㈮ みどりの日

5 日 ㈯
こどもの日
間々田のジャガマイタ 10:00 ～ 間々田八幡宮 生涯学習課☎22-9669
第 1 回全国キッズ「開運」チア＆ダンスフェスティバル 14:00 ～ 県南体育館メインアリーナ 生涯スポーツ課☎21-2695

6 日 ㈰ みんなで歩け歩け運動 8:45 ～ JR 小金井駅集合 生涯スポーツ課☎21-2695
7 日 ㈪
8 日 ㈫
9 日 ㈬

10 日 ㈭ 新体力テスト（高齢者の部）【要申込】 9:00 ～ 県南体育館剣道場 生涯スポーツ課☎21-2695
11 日 ㈮

12 日 ㈯

ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦 6:30 ～ 渡良瀬遊水地
環境学習フィールド 3

渡良瀬遊水地ラムサール
推進課☎22-9354 ○

ほっしー★ OYANA 号太陽観測会 11:00 ～正午 博物館駐車場 同館☎45-5331
ほっしー★ OYAMA 号天体観望会 19:30 ～ 21:00 生井公民館広場 博物館☎45-5331
国史跡摩利支天塚・琵琶塚古墳資料館展示収
蔵室 DC 特別公開（～ 13 ㈰） 9:00 ～ 16:30 同館 商業観光課☎22-9274

高椅神社楼門 DC 特別公開（～ 13 ㈰） 10:00 ～正午、
13:00 ～ 15:00 高椅神社 商業観光課☎22-9274

旧梅の宮宿（東箭神社等）DC 特別公開
（～ 13 ㈰）

10:00 ～正午、
13:00 ～ 15:00 南小林地区 商業観光課☎22-9274

杉田酒造（仕込蔵等）DC 特別公開（～ 13 ㈰）
【要申込】

10:00 ～ 11:00、
13:00 ～ 14:00 杉田酒造 商業観光課☎22-9274

博物館企画展講演会「碓井要作と田中正造」 13:30 ～ 博物館 同館☎45-5331
13 日 ㈰ 市民農園体験水田【要申込】 10:30 ～ 市民農園（道の駅思川南側） 農政課☎22-9254
14 日 ㈪
15 日 ㈫
16 日 ㈬
17 日 ㈭
18 日 ㈮
19 日 ㈯ おやまのまち de 開運ウォーキング 9:00 ～ 健康医療介護総合支援センター集合 健康増進課☎22-9526 ○

20 日 ㈰
思川あゆ釣り解禁
親子で遊ぼう家庭の日 10:00 ～ 15:00 小山総合公園森のはらっぱ 生涯スポーツ課☎21-2695
栃木 SC 小山市民デー（VS FC 町田ゼルビア） 14:00 ～ 栃木県グリーンスタジアム 生涯スポーツ課☎21-2695

21 日 ㈪
22 日 ㈫
23 日 ㈬
24 日 ㈭
25 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「小山市ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617
26 日 ㈯ おやまのまち de 開運ウォーキング 9:00 ～ 生井公民館集合 生井公民館☎45-4004 ○
27 日 ㈰ 新体力テスト（青年の部）【要申込】 9:00 ～ 県南体育館剣道場 生涯スポーツ課☎21-2695
28 日 ㈪
29 日 ㈫
30 日 ㈬
31 日 ㈭

広報小山3月号「4月広報カレンダー」内の「第9回中さくらまつり」の日程に誤りがありましたので、
お詫びするとともに訂正します。　（誤）4月 8日㈰（正）4月 15日㈰

政光くん・寒川尼ちゃん



編集・発行　小山市役所秘書広報課（〒323−8686 栃木県小山市中央町1−1−1 ☎0285-22-9353）
市の人口 167,493人（28減）、男性 84,668人（52増）、女性 82,825人（80減）、世帯数68,391 （63増）（3月1日現在）

印刷：㈱ダイサン小山

4広報おやま

　カラーズ　増改築・リフォーム・外構の専門店

クロス貼り替え　介護リフォーム　その他小さな工事　

駐車場工事　カーポート　テラス　サンルーム　お庭のリフォーム　

小山市西城南 5-45-8　　小山市警察署むかい側 　　　営業時間 9:00 ～ 18:00　　　水曜定休日

カラーズ 小山店 ㈱木の花ホーム TEL:0285-38-8715

ご相談・

お見積無料

増改築 お風呂 キッチン トイレ 洗面 内装工事

　塗リカエ　外壁・屋根塗装の専門店

塗リカエ 小山店 ㈱木の花ホーム TEL:0285-39-6731

色あせ・汚れ・ヒビワレ・
藻・コケ・チョーキング…

こんな症状が出たら
お手入れサインです

家造りに実績のある『木の花ホーム』がお届けします！

2018年（平成30年）4月1日発行 第1300号

≪すくすく写真館≫
お子さんの写真募集中

問秘書広報課☎22–9353

対象：市内在住の未就学児
　　　（1人 1回まで）
応募方法：右記二次元コード
からお申し込みください☞

【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

2 月中の火災・救急

※（ ）内は 2 月からの累計 遡った件数含む
火災　3件(10件)　救急　716件(1,520件)

【小山警察署調べ】2月中の交通事故
事故　22件(53件)　負傷者　31人(75人)　死者　0人(0人)
※（ ）内は 2 月からの累計 遡った件数含む
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